
24（     ）

【
研
究
報
告
】馮

夢
竜
『
情
史
』
抄
訳

広
島
大
学
漢
文
研
究
会

広
島
大
学
漢
文
研
究
会
で
は
、
毎
年
所
属
学
生
の
希
望
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
時
代
や
地
域
の
漢
詩
や
漢
文
を
読
み
進
め
て
き
た
。
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は
、

中
国
の
恋
愛
に
関
す
る
詩
文
を
読
み
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
明
の
馮
夢
竜
が

編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
情
史
』
二
十
四
巻
を
読
み
始
め
た
。
『
情
史
』
は
『
情
史

類
略
』
『
情
天
宝
鑑
』
と
も
呼
ば
れ
、
歴
代
の
史
伝
や
説
話
、
文
言
小
説
等
か
ら

情
愛
に
関
す
る
約
九
百
話
を
集
め
、
二
十
四
巻
二
十
四
類
に
分
類
配
列
し
た
書
物

で
あ
る
。
本
文
は
編
者
に
よ
っ
て
改
作
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
部
の
作
品
に

は
話
末
に
評
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。

研
究
会
で
は
、
当
時
大
学
院
生
で
あ
っ
た
世
良
昂
君
と
松
田
僚
平
君
が
『
情
史
』

の
解
説
を
担
当
し
、
二
十
四
類
の
各
類
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
を

学
部
生
に
向
け
て
紹
介
し
た
。
そ
の
解
説
と
内
容
の
紹
介
を
踏
ま
え
て
、
各
自
が

興
味
あ
る
類
か
ら
話
を
一
つ
選
ん
で
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
平
成
二
十
六
年
四
月

か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
ま
で
に
十
数
話
を
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
に

は
有
名
な
話
も
あ
る
が
、
ま
だ
邦
訳
の
な
い
話
も
多
く
、
ま
た
話
末
の
評
語
は
独

自
の
観
点
か
ら
各
話
を
読
み
解
こ
う
と
し
て
お
り
、
漢
文
の
教
材
と
し
て
も
活
用

で
き
そ
う
な
話
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
担
当
者
が
発
表
資
料
を
も
と
に
草
稿
を
作

成
し
、
そ
れ
を
佐
藤
が
と
り
ま
と
め
て
修
正
し
た
上
で
、
本
誌
上
で
報
告
す
る
こ

と
と
し
た
。
担
当
者
の
原
稿
は
昨
年
度
に
は
揃
っ
て
い
た
が
、
佐
藤
の
と
り
ま
と

め
作
業
が
遅
く
な
っ
た
為
、
本
号
の
掲
載
と
な
っ
た
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

資
料
作
成
に
あ
た
っ
て
、
本
文
の
底
本
に
は
明
末
東
渓
堂
刻
本
を
用
い
た
春
風

文
芸
出
版
社
排
印
本
（
一
九
八
七
）
を
用
い
、
明
刊
本
二
種
を
校
合
し
た
と
さ
れ

る
古
本
小
説
集
成
所
収
本
及
び
清
・
芥
子
園
蔵
本
を
用
い
た
岳
魯
書
社
排
印
本

（
一
九
八
六
）
を
参
照
し
た
。

各
話
は
、
【
本
文
】
【
書
き
下
し
文
】
【
語
注
】
【
現
代
日
本
語
訳
】
【
補
説
】
【
参

考
】
の
順
に
構
成
し
て
い
る
。
【
本
文
】
【
書
き
下
し
文
】
に
は
新
字
を
用
い
、

ま
た
【
書
き
下
し
文
】
は
旧
か
な
・
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
と
し
た
。
【
補
説
】
は

そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
特
色
や
気
づ
き
を
ま
と
め
、
そ
の
話
の
出
典
や
類
話
が
分
か
る

場
合
に
は
そ
の
相
違
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
た
だ
全
て
の
話
に
お
い
て
出
典
を
確

認
で
き
て
は
い
な
い
の
で
、
そ
の
点
に
は
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
。
【
参
考
】
に

は
出
典
や
類
話
の
（
本
文
）
（
書
き
下
し
文
）
（
現
代
日
本
語
訳
）
を
挙
げ
た
。

本
資
料
の
作
成
に
関
わ
っ
た
広
島
大
学
漢
文
研
究
会
の
構
成
員
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
（
五
十
音
順
）

井
手
尾

侑
美

糸
山

由
樹

梅

誠
士
郎

是
友

諒
介

柴
田

早
侑
里

柴
田

深
月

世
良

昂

田
中

美
帆

田
村

俊
樹

野
仲

麻
里

錦
織

友
洋

松
田
僚
平

村
上

真
麻

森
永

遼
介

(

佐
藤
大
志
記)

①
『
情
史
』
巻
九

情
幻
類

第
十
九
話
「
北
海
道
人
」

【
本
文
】

北
海
営
陵
有
道
人
、
能
令
人
与
已
死
人
相
見
。
其
同
郡
婦
死
已
数
年
、
聞
而
往

見
之
曰
、
「
願
令
我
一
見
亡
婦
。
死
不
恨
矣
。
」
道
人
曰
、
「
卿
可
往
見
之
。
若
聞

鼓
声
、
即
出
勿
留
。
」
乃
語
其
相
見
之
術
。

于
是
与
婦
言
語
、
悲
喜
恩
情
如
生
。
良
久
、
聞
鼓
声
琅
琅
、
不
能
得
往
。
当
出

戸
時
、
奄
忽
執
其
衣
裾
、
戸
開
、
掣
絶
而
去
。

至
後
歳
余
、
此
人
身
亡
。
室
家
葬
之
、
開
塚
、
見
婦
棺
蓋
下
有
衣
裾
。
出
捜
神

記
。

【
書
き
下
し
文
】

北
海
の
営
陵
に
道
人
有
り
、
能
く
人
を
し
て
已
に
死
す
る
人
と
相
見
は
し
む
。

あ

其
の
同
郡
の
婦
死
し
て
已
に
数
年
、
聞
き
て
往
き
て
之
に
見
ひ
て
曰
は
く
、
「
願

は
く
は
我
を
し
て
一
た
び
亡
き
婦
に
見
は
し
め
よ
。
死
す
る
も
恨
ま
ず
」
と
。
道

人
曰
は
く
、
「
卿
往
き
て
之
に
見
ふ
べ
し
。
若
し
鼓
声
を
聞
か
ば
、
即
ち
出
で
て

も

留
ま
る
勿
れ
」
と
。
乃
ち
其
の
相
見
の
術
を
語
る
。

な
か

是
に
于
い
て
婦
と
言
語
し
、
悲
喜
恩
情
生
く
る
が
如
し
。
良
久
し
く
し
て
、
鼓

や
や

声
の
琅
琅
た
る
を
聞
く
も
、
往
く
を
得
る
能
は
ず
。
戸
を
出
づ
る
時
に
当
た
り
、

奄
忽
と
し
て
其
の
衣
裾
を
執
る
も
、
戸
開
き
、
掣
絶
し
て
去
る
。

せ
い

後
歳
余
に
至
り
、
此
の
人
身
亡
す
。
室
家
之
を
葬
ら
ん
と
し
て
、
塚
を
開
く
に
、

の
ち

み

し

婦
の
棺
蓋
の
下
に
衣
裾
有
る
を
見
る
。
捜
神
記
に
出
づ
。

【
語
注
】

「
北
海
営
陵
」
…
北
海
郡
営
陵
県
。
現
在
の
山
東
省
昌
楽
県
の
東
南
。

「
道
人
」
…
…
…
道
士
・
方
士
に
同
じ
。
不
思
議
な
術
を
使
え
る
人
。

「
其
同
郡
婦
」
…
『
捜
神
記
』
は
「
其
同
郡
人
婦
」
に
作
る
。

「
卿
」
…
…
…
…
年
長
者
が
年
下
の
者
を
呼
ぶ
敬
称
。

「
恩
情
」
…
…
…
男
女
間
の
愛
情
。

「
琅
琅
」
…
…
…
宝
玉
や
金
属
が
触
れ
合
っ
て
鳴
る
美
し
い
音
。
『
捜
神
記
』
で

は
「
恨
恨
」
に
作
り
、
別
れ
の
悲
し
み
や
恨
め
し
さ
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。

「
不
能
得
往
」
…
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
往
」
を
『
捜
神
記
』
は
「
住
」

（
と
ど
ま
る
）
に
作
る
。

「
奄
忽
」
…
…
…
に
わ
か
に
。
突
然
。

「
衣
裾
」
…
…
…
服
の
裾
。

「
掣
絶
」
…
…
…
引
き
ち
ぎ
る
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

北
海
郡
の
営
陵
県
に
道
士
が
お
り
、
生
者
を
死
者
と
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
郡
の
婦
人
が
死
ん
で
数
年
経
ち
、
（
夫
は
道
人
の
噂
を
）
聞
い
て
（
道
士
に
）

会
い
に
行
き
、
「
死
ん
だ
妻
に
一
度
会
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
死
の
う
と
も
恨
み
ま

せ
ん
」
と
告
げ
た
。
道
人
は
「
行
っ
て
会
う
と
よ
い
。
（
し
か
し
）
も
し
太
鼓
の

音
が
聞
こ
え
た
ら
、
す
ぐ
に
出
て
と
ど
ま
っ
て
は
い
け
な
い
よ
。
」
と
言
っ
た
。

そ
し
て
死
者
に
会
う
方
法
を
語
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
（
夫
は
）
死
ん
だ
妻
と
語
り
合
っ
た
が
、
悲
し
み
や
喜
び
の

感
情
も
、
愛
情
も
生
き
て
い
る
と
き
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
太

鼓
の
音
が
琅
琅
と
鳴
る
の
が
聞
こ
え
た
が
、
そ
の
人
は
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
戸
口
を
出
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
突
然
（
妻
が
）
裾
を
掴
ん

だ
が
、
戸
が
開
き
、
男
は
（
服
の
裾
を
）
引
き
ち
ぎ
っ
て
去
っ
た
。

後
一
年
余
り
経
っ
て
、
こ
の
人
は
亡
く
な
っ
た
。
家
族
が
葬
ろ
う
と
し
て
、
墓

を
開
く
と
妻
の
棺
の
蓋
の
下
に
服
の
裾
が
挟
ま
っ
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。『
捜

神
記
』
に
見
え
る

【
補
説
】
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①
『
情
史
』
巻
九

情
幻
類

第
十
九
話
「
北
海
道
人
」

【
本
文
】

北
海
営
陵
有
道
人
、
能
令
人
与
已
死
人
相
見
。
其
同
郡
婦
死
已
数
年
、
聞
而
往

見
之
曰
、
「
願
令
我
一
見
亡
婦
。
死
不
恨
矣
。
」
道
人
曰
、
「
卿
可
往
見
之
。
若
聞

鼓
声
、
即
出
勿
留
。
」
乃
語
其
相
見
之
術
。

于
是
与
婦
言
語
、
悲
喜
恩
情
如
生
。
良
久
、
聞
鼓
声
琅
琅
、
不
能
得
往
。
当
出

戸
時
、
奄
忽
執
其
衣
裾
、
戸
開
、
掣
絶
而
去
。

至
後
歳
余
、
此
人
身
亡
。
室
家
葬
之
、
開
塚
、
見
婦
棺
蓋
下
有
衣
裾
。
出
捜
神

記
。

【
書
き
下
し
文
】

北
海
の
営
陵
に
道
人
有
り
、
能
く
人
を
し
て
已
に
死
す
る
人
と
相
見
は
し
む
。

あ

其
の
同
郡
の
婦
死
し
て
已
に
数
年
、
聞
き
て
往
き
て
之
に
見
ひ
て
曰
は
く
、
「
願

は
く
は
我
を
し
て
一
た
び
亡
き
婦
に
見
は
し
め
よ
。
死
す
る
も
恨
ま
ず
」
と
。
道

人
曰
は
く
、
「
卿
往
き
て
之
に
見
ふ
べ
し
。
若
し
鼓
声
を
聞
か
ば
、
即
ち
出
で
て

も

留
ま
る
勿
れ
」
と
。
乃
ち
其
の
相
見
の
術
を
語
る
。

な
か

是
に
于
い
て
婦
と
言
語
し
、
悲
喜
恩
情
生
く
る
が
如
し
。
良
久
し
く
し
て
、
鼓

や
や

声
の
琅
琅
た
る
を
聞
く
も
、
往
く
を
得
る
能
は
ず
。
戸
を
出
づ
る
時
に
当
た
り
、

奄
忽
と
し
て
其
の
衣
裾
を
執
る
も
、
戸
開
き
、
掣
絶
し
て
去
る
。

せ
い

後
歳
余
に
至
り
、
此
の
人
身
亡
す
。
室
家
之
を
葬
ら
ん
と
し
て
、
塚
を
開
く
に
、

の
ち

み

し

婦
の
棺
蓋
の
下
に
衣
裾
有
る
を
見
る
。
捜
神
記
に
出
づ
。

【
語
注
】

「
北
海
営
陵
」
…
北
海
郡
営
陵
県
。
現
在
の
山
東
省
昌
楽
県
の
東
南
。

「
道
人
」
…
…
…
道
士
・
方
士
に
同
じ
。
不
思
議
な
術
を
使
え
る
人
。

「
其
同
郡
婦
」
…
『
捜
神
記
』
は
「
其
同
郡
人
婦
」
に
作
る
。

「
卿
」
…
…
…
…
年
長
者
が
年
下
の
者
を
呼
ぶ
敬
称
。

「
恩
情
」
…
…
…
男
女
間
の
愛
情
。

「
琅
琅
」
…
…
…
宝
玉
や
金
属
が
触
れ
合
っ
て
鳴
る
美
し
い
音
。
『
捜
神
記
』
で

は
「
恨
恨
」
に
作
り
、
別
れ
の
悲
し
み
や
恨
め
し
さ
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。

「
不
能
得
往
」
…
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
往
」
を
『
捜
神
記
』
は
「
住
」

（
と
ど
ま
る
）
に
作
る
。

「
奄
忽
」
…
…
…
に
わ
か
に
。
突
然
。

「
衣
裾
」
…
…
…
服
の
裾
。

「
掣
絶
」
…
…
…
引
き
ち
ぎ
る
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

北
海
郡
の
営
陵
県
に
道
士
が
お
り
、
生
者
を
死
者
と
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
郡
の
婦
人
が
死
ん
で
数
年
経
ち
、
（
夫
は
道
人
の
噂
を
）
聞
い
て
（
道
士
に
）

会
い
に
行
き
、
「
死
ん
だ
妻
に
一
度
会
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
死
の
う
と
も
恨
み
ま

せ
ん
」
と
告
げ
た
。
道
人
は
「
行
っ
て
会
う
と
よ
い
。
（
し
か
し
）
も
し
太
鼓
の

音
が
聞
こ
え
た
ら
、
す
ぐ
に
出
て
と
ど
ま
っ
て
は
い
け
な
い
よ
。
」
と
言
っ
た
。

そ
し
て
死
者
に
会
う
方
法
を
語
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
（
夫
は
）
死
ん
だ
妻
と
語
り
合
っ
た
が
、
悲
し
み
や
喜
び
の

感
情
も
、
愛
情
も
生
き
て
い
る
と
き
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
太

鼓
の
音
が
琅
琅
と
鳴
る
の
が
聞
こ
え
た
が
、
そ
の
人
は
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
戸
口
を
出
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
突
然
（
妻
が
）
裾
を
掴
ん

だ
が
、
戸
が
開
き
、
男
は
（
服
の
裾
を
）
引
き
ち
ぎ
っ
て
去
っ
た
。

後
一
年
余
り
経
っ
て
、
こ
の
人
は
亡
く
な
っ
た
。
家
族
が
葬
ろ
う
と
し
て
、
墓

を
開
く
と
妻
の
棺
の
蓋
の
下
に
服
の
裾
が
挟
ま
っ
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。『
捜

神
記
』
に
見
え
る

【
補
説
】
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こ
の
話
は
も
と
『
捜
神
記
』
に
見
え
る
。
語
注
に
も
一
部
示
し
た
よ
う
に
文
字

の
異
同
が
い
く
つ
か
あ
り
、
特
に
男
が
去
る
場
面
は
、
『
捜
神
記
』
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
『
捜
神
記
』
で
は
、
「
忽
掩
其
衣
裾
戸
間
、
掣
絶
而
去
」
、
『
情
史
』
で

は
「
奄
忽
執
其
衣
裾
、
戸
開
、
掣
絶
而
去
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
捜
神
記
』
は
、

夫
の
衣
の
裾
が
「
戸
間
」
に
挟
ま
っ
て
そ
れ
を
引
き
ち
ぎ
っ
て
脱
出
し
た
と
な
っ

て
い
る
が
、
『
情
史
』
で
は
、
「
執
」
の
主
語
が
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
恐
ら

く
妻
が
夫
の
裾
を
突
然
掴
ん
で
引
き
留
め
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
に
戸
が
開
き
、
夫
は
裾
を
引
き
ち
ぎ
っ
て
脱
出
す

る
の
で
あ
る
。

『
情
史
』
の
当
該
箇
所
は
、
主
語
の
省
略
な
ど
も
あ
っ
て
文
意
が
通
じ
に
く
く

な
っ
て
お
り
、
伝
写
の
間
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、「
奄
忽
執
其
衣
裾
、

戸
開
、
掣
絶
而
去
」
は
、
『
捜
神
記
』
の
よ
う
に
偶
然
に
戸
に
裾
が
挟
ま
れ
た
の

で
は
な
く
、
何
ら
か
の
力
が
夫
を
冥
界
に
引
き
と
ど
め
よ
う
よ
う
と
し
た
と
き
に
、

戸
が
開
き
、
彼
は
冥
界
か
ら
危
う
く
脱
出
し
た
か
の
よ
う
に
読
め
る
。

【
参
考
】
『
捜
神
記
』
営
陵
道
人

（
本
文
）

漢
北
海
営
陵
有
道
人
、
能
令
人
与
已
死
人
相
見
。
其
同
郷
人
、
婦
死
已
数
年
、
聞

而
往
見
之
。
曰
「
願
令
我
一
見
亡
婦
。
死
不
恨
矣
。
」
道
人
曰
「
卿
可
往
見
之
。

若
聞
鼓
声
、
即
出
勿
留
。
」
乃
語
其
相
見
之
術
、
俄
而
得
見
之
。
於
是
与
婦
言
語
、

悲
喜
恩
情
如
生
。
良
久
、
聞
鼓
声
恨
恨
、
不
能
得
住
。
当
出
戸
時
、
忽
掩
其
衣
裾

戸
間
、
掣
絶
而
去
。
至
後
歳
余
、
此
人
身
亡
。
家
葬
之
、
開
塚
、
見
婦
棺
蓋
下
有

衣
裾
。

（
書
き
下
し
文
）

漢
の
北
海
の
営
陵
に
道
人
有
り
、
能
く
人
を
し
て
已
に
死
す
る
人
と
相
ひ
見
は
し

あ

む
。
其
の
同
郷
の
人
、
婦
死
し
て
已
に
数
年
、
聞
き
て
往
き
て
之
に
見
ふ
。
曰
は

く
「
願
は
く
は
我
を
し
て
一
た
び
亡
き
婦
に
見
は
し
め
よ
。
死
す
る
も
恨
ま
ず
」

と
。
道
人
曰
は
く
「
卿
往
き
て
之
に
見
ふ
べ
し
。
若
し
鼓
声
を
聞
か
ば
、
即
ち
出

で
て
留
ま
る
こ
と
勿
れ
」
と
。
乃
ち
其
の
相
見
の
術
を
語
る
に
、

俄

に
し
て
之

な
か

に
は
か

に
見
ふ
を
得
た
り
。
是
に
於
て
婦
と
言
語
す
る
に
、
悲
喜
恩
情
生
く
る
が
如
し
。
良や

や

久
し
く
し
て
、
鼓
声
の
恨
恨
た
る
を
聞
き
、
住
ま
る
を
得
る
能
は
ず
。
戸
を
出
づ

と
ど

る
時
に
当
た
り
、
忽
ち
其
の
衣
裾
を
戸
間
に
掩
め
ば
、
掣
絶
し
て
去
る
。
後
歳
余

は
さ

に
至
り
、
此
の
人
身
亡
す
。
家
は
之
を
葬
る
に
、
塚
を
開
け
ば
、
婦
の
棺
蓋
の
下

し

に
衣
裾
有
る
を
見
る
。

（
現
代
日
本
語
訳
）

漢
の
北
海
の
営
陵
に
道
士
が
お
り
、
生
者
と
死
者
と
を
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
同
郷
の
人
が
、
妻
を
亡
く
し
て
数
年
後
、
そ
の
話
を
聞
い
て
道
士
に
会
い
に

行
っ
た
。
言
う
に
は
「
ど
う
か
私
を
一
度
だ
け
死
ん
だ
妻
に
会
わ
せ
て
下
さ
い
。

そ
れ
で
死
ん
で
し
ま
っ
て
も
思
い
残
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
道
士
は
言
っ

た
「
そ
れ
で
は
会
い
に
お
行
き
な
さ
い
。
も
し
太
鼓
の
音
を
聞
い
た
ら
、
す
ぐ
に

出
て
き
て
絶
対
に
留
ま
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
」
と
。
そ
こ
で
会
う
た
め
の
術
を

語
る
と
、
死
ん
だ
妻
に
直
ぐ
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
妻
と
語
り
合
っ
た

が
、
悲
し
み
や
喜
び
の
情
は
生
き
て
い
た
時
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
暫
く
経
っ
て
、

太
鼓
の
音
が
恨
め
し
く
響
き
、
留
ま
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
扉
を
出
る
時
に

あ
た
り
、
不
意
に
衣
服
の
裾
が
扉
の
間
に
挟
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
引
き
ち
ぎ

っ
て
去
っ
た
。
後
一
年
あ
ま
り
し
て
、
こ
の
人
は
亡
く
な
っ
た
。
家
族
が
こ
れ
を

葬
ろ
う
と
し
て
、
墓
を
開
く
と
、
妻
の
棺
の
蓋
の
下
に
衣
服
の
裾
が
挟
ま
っ
て
い

る
の
が
見
え
た
。

〔
参
考
文
献
〕
森
野
繁
夫
・
先
坊
幸
子
『
干
寶

搜
神
記
』
（
白
帝
社

二
〇
〇
四
）

（
錦
織

友
洋)

②
『
情
史
』
巻
十

情
霊
類

第
八
話
「
干
宝
」

【
本
文
】

晋
干
瑩
為
丹
陽
丞
。
有
寵
婢
、
妻
甚
妬
之
。
及
瑩
亡
、
葬
之
、
遂
生
埋
婢
于
墓
。

瑩
子
宝
兄
弟
尚
幼
、
不
知
也
。

後
十
余
年
、
瑩
妻
死
、
開
墓
、
而
婢
伏
棺
上
如
生
。
載
還
、
経
日
乃
蘇
。
言
、

「
干
郎
飲
食
我
、
一
如
生
前
。
地
中
亦
不
覚
為
悪
。
」
既
而
嫁
之
、
生
子
、
更
活

数
年
。

子
猶
氏
曰
、「
生
埋
婢
、
本
舒
其
生
前
之
妬
也
。
豈
知
反
為
彼
結
地
下
之
縁
耶
。

雖
然
、
嫗
葬
而
婢
出
、
則
嫗
之
妬
終
遂
矣
。
異
哉
。
」

【
書
き
下
し
文
】

晋
の
干
瑩
は
丹
陽
の
丞
た
り
。
寵
婢
有
り
て
、
妻
は
甚
だ
之
を
妬
む
。
瑩
の
亡

ね
た

し

す
る
に
及
び
、
之
を
葬
る
に
、
遂
に
生
き
な
が
ら
婢
を
墓
に
埋
む
。
瑩
の
子
宝
の

兄
弟
は
尚
ほ
幼
く
し
て
、
知
ら
ざ
る
な
り
。

後
十
余
年
、
瑩
の
妻
死
し
、
墓
を
開
く
に
、
婢
の
棺
の
上
に
伏
す
る
こ
と
生
く

る
が
如
し
。
載
せ
て
還
る
に
、
日
を
経
て
乃
ち
蘇
る
。
言
ふ
、
「
干
郎
が
我
に
飲

食
せ
し
む
る
こ
と
、
一
に
生
前
の
如
し
。
地
中
な
る
も
亦
た
悪
と
為
す
を
覚
え

ず
。
」
と
。
既
に
し
て
之
に
嫁
ぎ
、
子
を
生
み
、
更
に
活
く
る
こ
と
数
年
な
り
。

子
猶
氏
曰
は
く
、
「
生
き
な
が
ら
婢
を
埋
む
る
は
、
本
よ
り
其
の
生
前
の
妬
み

を
舒
ぶ
る
な
り
。
豈
に
反
っ
て
彼
の
為
に
地
下
の
縁
を
結
ぶ
を
知
ら
ん
や
。
然
り

の

と
雖
も
、
嫗
葬
ら
れ
て
婢
出
づ
れ
ば
、
則
ち
嫗
の
妬
み
は
終
に
遂
げ
り
。
異
な
る

か
な
。
」
と
。

【
語
注
】

「
干
瑩
」
…
干
宝
の
父
。

「
丹
陽
」
…
県
名
。
現
在
の
安
徽
省
当
塗
県
。

「
丞
」
…
…
官
名
。
行
政
府
長
官
の
副
官
。

「
寵
婢
」
…
寵
愛
を
受
け
て
い
る
身
分
の
低
い
女
性
。

「
干
宝
」
…
生
没
年
不
詳
。
東
晋
の
人
。
陰
陽
術
数
を
好
み
、
神
怪
霊
異
の
話
を

収
集
し
て
『
捜
神
記
』
を
著
し
た
。

「
郎
」
…
…
婦
人
が
夫
あ
る
い
は
恋
人
に
呼
び
か
け
る
語
。

「
子
猶
」
…
馮
夢
竜
（
一
五
七
四~

一
六
四
五

）
の
号
。
明
末
の
通
俗
文
学
界
の
第
一
人
者
。

編
纂
・
補
訂
・
編
集
・
出
版
な
ど
幅
広
い
事
業
を
行
っ
た
。

「
舒
」
…
…
こ
こ
で
は
、
晴
ら
す
の
意
味
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

晋
の
干
瑩
は
丹
陽
の
丞
と
な
っ
た
。
夫
に
は
寵
婢
が
い
た
の
で
、
妻
は
非
常
に

婢
を
妬
ん
で
い
た
。
瑩
が
亡
く
な
っ
て
、
彼
を
葬
る
と
き
に
は
、
こ
と
も
あ
ろ
う

か
生
き
た
ま
ま
婢
を
墓
に
埋
め
て
し
ま
っ
た
。
瑩
の
子
の
宝
ら
兄
弟
は
、
ま
だ
幼

か
っ
た
の
で
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

十
数
年
後
、
瑩
の
妻
が
死
ん
だ
の
で
、
墓
を
開
く
と
、
婢
が
棺
の
上
に
伏
し
て

お
り
、
生
き
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
車
に
載
せ
て
帰
り
、
数
日
す
る
と

（
彼
女
は
）
蘇
生
し
た
。
（
蘇
生
し
た
婢
が
）
言
う
こ
と
に
は
「
干
瑩
様
が
私
の

飲
食
の
世
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
生
き
て
い
る
時
と
同
じ
で
し

た
。
土
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
不
快
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
。

そ
の
後
、
（
そ
の
婢
は
）
よ
そ
の
家
に
嫁
い
で
、
子
ど
も
を
生
み
、
さ
ら
に
数
年

生
き
た
。

子
猶
氏
が
言
う
こ
と
に
は
、
「
生
き
た
ま
ま
婢
を
埋
め
た
の
は
、
本
来
は
生
前

の
妬
み
を
晴
ら
す
た
め
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
却
っ
て
そ
の
こ
と
が
地
下
の
縁
を

結
ば
せ
る
こ
と
に
な
る
と
（
妻
は
）
わ
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
妻

は
死
し
て
葬
ら
れ
て
婢
が
墓
か
ら
出
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
妻
の
妬
み
は
よ
う
や
く

遂
げ
ら
れ
た
の
だ
。
不
思
議
な
こ
と
だ
。
」

【
補
説
】

こ
の
話
は
、
干
瑩
の
妻
が
夫
の
婢
に
嫉
妬
し
た
こ
と
が
事
件
の
発
端
と
な
っ
て
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晋
干
瑩
為
丹
陽
丞
。
有
寵
婢
、
妻
甚
妬
之
。
及
瑩
亡
、
葬
之
、
遂
生
埋
婢
于
墓
。

瑩
子
宝
兄
弟
尚
幼
、
不
知
也
。

後
十
余
年
、
瑩
妻
死
、
開
墓
、
而
婢
伏
棺
上
如
生
。
載
還
、
経
日
乃
蘇
。
言
、

「
干
郎
飲
食
我
、
一
如
生
前
。
地
中
亦
不
覚
為
悪
。
」
既
而
嫁
之
、
生
子
、
更
活

数
年
。

子
猶
氏
曰
、「
生
埋
婢
、
本
舒
其
生
前
之
妬
也
。
豈
知
反
為
彼
結
地
下
之
縁
耶
。

雖
然
、
嫗
葬
而
婢
出
、
則
嫗
之
妬
終
遂
矣
。
異
哉
。
」

【
書
き
下
し
文
】

晋
の
干
瑩
は
丹
陽
の
丞
た
り
。
寵
婢
有
り
て
、
妻
は
甚
だ
之
を
妬
む
。
瑩
の
亡

ね
た

し

す
る
に
及
び
、
之
を
葬
る
に
、
遂
に
生
き
な
が
ら
婢
を
墓
に
埋
む
。
瑩
の
子
宝
の

兄
弟
は
尚
ほ
幼
く
し
て
、
知
ら
ざ
る
な
り
。

後
十
余
年
、
瑩
の
妻
死
し
、
墓
を
開
く
に
、
婢
の
棺
の
上
に
伏
す
る
こ
と
生
く

る
が
如
し
。
載
せ
て
還
る
に
、
日
を
経
て
乃
ち
蘇
る
。
言
ふ
、
「
干
郎
が
我
に
飲

食
せ
し
む
る
こ
と
、
一
に
生
前
の
如
し
。
地
中
な
る
も
亦
た
悪
と
為
す
を
覚
え

ず
。
」
と
。
既
に
し
て
之
に
嫁
ぎ
、
子
を
生
み
、
更
に
活
く
る
こ
と
数
年
な
り
。

子
猶
氏
曰
は
く
、
「
生
き
な
が
ら
婢
を
埋
む
る
は
、
本
よ
り
其
の
生
前
の
妬
み

を
舒
ぶ
る
な
り
。
豈
に
反
っ
て
彼
の
為
に
地
下
の
縁
を
結
ぶ
を
知
ら
ん
や
。
然
り

の

と
雖
も
、
嫗
葬
ら
れ
て
婢
出
づ
れ
ば
、
則
ち
嫗
の
妬
み
は
終
に
遂
げ
り
。
異
な
る

か
な
。
」
と
。

【
語
注
】

「
干
瑩
」
…
干
宝
の
父
。

「
丹
陽
」
…
県
名
。
現
在
の
安
徽
省
当
塗
県
。

「
丞
」
…
…
官
名
。
行
政
府
長
官
の
副
官
。

「
寵
婢
」
…
寵
愛
を
受
け
て
い
る
身
分
の
低
い
女
性
。

「
干
宝
」
…
生
没
年
不
詳
。
東
晋
の
人
。
陰
陽
術
数
を
好
み
、
神
怪
霊
異
の
話
を

収
集
し
て
『
捜
神
記
』
を
著
し
た
。

「
郎
」
…
…
婦
人
が
夫
あ
る
い
は
恋
人
に
呼
び
か
け
る
語
。

「
子
猶
」
…
馮
夢
竜
（
一
五
七
四~

一
六
四
五

）
の
号
。
明
末
の
通
俗
文
学
界
の
第
一
人
者
。

編
纂
・
補
訂
・
編
集
・
出
版
な
ど
幅
広
い
事
業
を
行
っ
た
。

「
舒
」
…
…
こ
こ
で
は
、
晴
ら
す
の
意
味
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

晋
の
干
瑩
は
丹
陽
の
丞
と
な
っ
た
。
夫
に
は
寵
婢
が
い
た
の
で
、
妻
は
非
常
に

婢
を
妬
ん
で
い
た
。
瑩
が
亡
く
な
っ
て
、
彼
を
葬
る
と
き
に
は
、
こ
と
も
あ
ろ
う

か
生
き
た
ま
ま
婢
を
墓
に
埋
め
て
し
ま
っ
た
。
瑩
の
子
の
宝
ら
兄
弟
は
、
ま
だ
幼

か
っ
た
の
で
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

十
数
年
後
、
瑩
の
妻
が
死
ん
だ
の
で
、
墓
を
開
く
と
、
婢
が
棺
の
上
に
伏
し
て

お
り
、
生
き
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
車
に
載
せ
て
帰
り
、
数
日
す
る
と

（
彼
女
は
）
蘇
生
し
た
。
（
蘇
生
し
た
婢
が
）
言
う
こ
と
に
は
「
干
瑩
様
が
私
の

飲
食
の
世
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
生
き
て
い
る
時
と
同
じ
で
し

た
。
土
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
不
快
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
。

そ
の
後
、
（
そ
の
婢
は
）
よ
そ
の
家
に
嫁
い
で
、
子
ど
も
を
生
み
、
さ
ら
に
数
年

生
き
た
。

子
猶
氏
が
言
う
こ
と
に
は
、
「
生
き
た
ま
ま
婢
を
埋
め
た
の
は
、
本
来
は
生
前

の
妬
み
を
晴
ら
す
た
め
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
却
っ
て
そ
の
こ
と
が
地
下
の
縁
を

結
ば
せ
る
こ
と
に
な
る
と
（
妻
は
）
わ
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
妻

は
死
し
て
葬
ら
れ
て
婢
が
墓
か
ら
出
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
妻
の
妬
み
は
よ
う
や
く

遂
げ
ら
れ
た
の
だ
。
不
思
議
な
こ
と
だ
。
」

【
補
説
】

こ
の
話
は
、
干
瑩
の
妻
が
夫
の
婢
に
嫉
妬
し
た
こ
と
が
事
件
の
発
端
と
な
っ
て
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い
る
。
婢
が
墓
の
中
で
十
数
年
も
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
と
い
う
話
だ
け
で
も
、

十
分
「
異
」
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
子
猶
氏
が
「
異
」
と
す
る
の
は
、
死
者
が
生
き
返
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
彼
が
「
異
」
と
す
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
一
点
目
は
、
妻
が
、

婢
へ
の
復
讐
の
つ
も
り
で
生
き
埋
め
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
墓

の
中
で
夫
と
婢
が
結
ば
れ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。
二

点
目
は
、
自
分
が
死
ん
で
墓
の
中
に
入
り
、
婢
を
墓
の
中
か
ら
追
い
出
す
こ
と
で
、

夫
と
婢
の
関
係
を
断
ち
切
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
夫
と
婢
を
引
き
離
そ
う
と

し
た
妻
の
策
略
は
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
結
果
と
な
り
、
一
見
失
敗
し
た
か
の
よ
う
に

思
え
る
。
し
か
し
妻
は
死
ん
で
葬
ら
れ
る
時
に
、
婢
を
墓
か
ら
追
い
出
す
こ
と
が

で
き
、
彼
女
の
嫉
妬
心
は
こ
こ
で
よ
う
や
く
晴
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
井
手
尾

侑
美
）

③
『
情
史
』
巻
十
五

情
芽
類

第
三
話
「
孔
子
」

【
本
文
】

或
問
、
「
孔
子
有
妾
乎
。
」
観
孔
叢
子
載
、
宰
予
対
楚
昭
王
曰
、
「
夫
子
妻
不
服

彩
、
妾
不
衣
帛
。
車
器
不
雕
、
馬
不
食
粟
。
」
据
此
、
則
孔
子
亦
有
妾
矣
。

人
知
惟
聖
賢
不
溺
情
、
不
知
惟
真
聖
賢
不
遠
于
情
。

【
書
き
下
し
文
】

或
ひ
と
問
ふ
、
「
孔
子
妾
有
る
や
」
と
。
孔
叢
子
の
載
す
る
を
観
る
に
、
宰
予

楚
の
昭
王
に
対
し
て
曰
は
く
、
「
夫
子
の
妻
は
彩
を
服
さ
ず
、
妾
は
帛
を
衣
ず
。

き

車
器
は
雕
ら
ず
、
馬
は
粟
を
食
ら
は
ず
」
と
。
此
に
据
れ
ば
、
則
ち
孔
子
も
亦
た

か
ざ

妾
有
ら
ん
や
。

人
は
惟
だ
聖
賢
の
み
情
に
溺
れ
ざ
る
を
知
り
、
惟
だ
真
の
聖
賢
の
情
に
遠
か

ら
ざ
る
を
知
ら
ず
。

【
語
注
】

「
妾
」
…
…
…
正
妻
以
外
の
妻
。
そ
ば
め
。
め
か
け
。

「
孔
叢
子
」
…
書
名
。
孔
子
及
び
そ
の
一
族
に
伝
わ
る
言
行
録
集
成
の
書
。
『
漢

書
』
に
も
書
名
が
な
く
、
内
容
も
雑
駁
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

魏
晋
の
こ
ろ
の
偽
作
と
さ
れ
る
。

「
楚
昭
王
」
…
春
秋
時
代
の
楚
の
王
。
前
五
一
六

～
前
四
八
九

年
に
在
位
。

「
宰
予
」
…
…
孔
子
の
弟
子
。
十
哲
の
一
人
。
字
は
子
我
。
宰
我
と
も
。
弁
舌
に

優
れ
た
。

「
帛
」
…
…
…
絹
織
物
の
総
称
。
当
時
は
高
価
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
車
器
」
…
…
主
に
馬
車
の
各
部
分
の
末
端
や
へ
り
な
ど
を
飾
る
た
め
に
用
い
た

も
の
。
華
麗
な
文
様
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

「
雕
」
…
…
…
と
り
つ
く
ろ
っ
て
飾
る
。

「
粟
」
…
…
…
穀
類
の
総
称
。
帛
と
同
様
に
高
価
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
亦
～
矣
」
…
反
語
の
意
味
。
転
じ
て
詠
嘆
を
表
す
。
こ
こ
で
は
驚
き
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
含
ん
だ
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

あ
る
人
が
尋
ね
た
、
「
孔
子
に
は
妾
が
い
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
『
孔
叢
子
』

に
載
せ
ら
れ
た
記
事
を
見
る
と
、
宰
予
が
楚
の
昭
王
に
向
か
っ
て
「
先
生
の
妻
は

色
の
つ
い
た
服
を
着
ず
、
妾
は
絹
で
作
ら
れ
た
服
を
着
ず
、
車
器
は
と
り
つ
く
ろ

っ
て
飾
る
こ
と
も
せ
ず
、
馬
は
粟
を
食
べ
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
に

従
う
と
、
孔
子
に
も
妾
が
い
た
の
だ
。

人
は
、
聖
人
や
賢
人
だ
け
が
愛
情
に
溺
れ
る
こ
と
が
な
い
と
分
か
っ
て
い
る

け
れ
ど
も
、
本
当
の
聖
人
や
賢
人
だ
け
が
愛
情
を
遠
ざ
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
分

か
っ
て
い
な
い
。

【
補
説
】

こ
の
話
は
、
『
孔
叢
子
』
に
「
孔
子
に
は
妾
が
い
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
こ
か
ら
聖
人
や
賢
人
の
情
愛
の
話
へ
と
続
い
て
ゆ
く
。
前
半
で

は
、
孔
子
に
は
妾
が
い
た
こ
と
を
『
孔
叢
子
』
の
記
述
を
も
と
に
述
べ
て
い
る
。

「
孔
子
亦
有
妾
矣
」
と
驚
き
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
結
ば
れ
て
お
り
、
孔
子
に

妾
が
い
た
こ
と
を
、
語
り
手
は
意
外
な
こ
と
と
受
け
と
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
後
半
の
評
に
当
た
る
部
分
で
は
、
聖
人
や
賢
人
の
情
愛
に
対

す
る
態
度
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
聖
人
や
賢
人
は
、
愛
情
に
溺
れ
る
こ
と
の
な

い
人
物
で
あ
る
と
は
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、
真
の
聖
人
や
賢
人
は
情
愛

を
遠
ざ
け
避
け
た
り
す
る
の
で
は
な
い
（
む
し
ろ
そ
れ
に
近
づ
く
）
も
の
だ
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

（
森
永

遼
介
）

④
『
情
史
』
巻
十
九

情
疑
類

第
二
十
九
話
「
漢
女
」

【
本
文
】

鄭
交
甫
常
游
漢
江
、
見
二
女
。
皆
麗
服
華
装
、
佩
両
明
珠
、
大
如
荊
鶏
之
卵
。

交
甫
見
而
悦
之
、
不
知
其
神
也
、
下
請
其
佩
。
二
女
手
解
佩
以
与
交
甫
。
受
而
之

懐
、
行
数
十
歩
、
視
懐
空
無
珠
、
二
女
忽
不
見
。

漢
女
解
佩
、
未
及
于
乱
、
而
後
世
遂
以
為
風
流
話
柄
、
何
耶
。

【
書
き
下
し
文
】

鄭
交
甫
常
て
漢
江
に
游
び
、
二
女
を
見
る
。
皆
麗
服
華
装
し
、
両
の
明
珠
を
佩

か
つ

は
い

す
る
に
、
大
な
る
こ
と
荊
鶏
の
卵
の
ご
と
し
。
交
甫
見
て
之
を
悦
び
、
其
の
神
な

る
を
知
ら
ず
、
下
り
て
其
の
佩
を
請
ふ
。
二
女
手
づ
か
ら
佩
を
解
き
て
以
て
交
甫

に
与
ふ
。
受
け
て
之
を
懐
に
し
、
行
く
こ
と
数
十
歩
、
懐
を
視
る
に
空
し
く
し
て

珠
無
し
、
二
女
忽
と
し
て
見
え
ず
。

漢
女
佩
を
解
く
も
、
未
だ
乱
に
及
ば
ざ
る
に
、
後
世
遂
に
以
て
風
流
の
話
柄
と

為
す
は
、
何
ぞ
や
。

【
語
注
】

「
鄭
交
甫
」
…
事
跡
未
詳
。
周
の
人
と
さ
れ
る
。

て
い
こ
う
ほ

「
漢
江
」
…
…
河
川
名
。
漢
水
。
陝
西
省
西
部
に
源
を
発
し
て
東
に
流
れ
、
湖
北

省
の
漢
口
で
長
江
に
注
ぐ
。

「
佩
」
…
…
…
腰
に
様
々
な
形
の
た
ま
を
い
く
つ
か
下
げ
、
歩
け
ば
触
れ
合
っ
て

音
を
立
て
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
と
く
に
女
性
の
場
合
、
そ
れ
を

解
い
て
男
性
に
贈
る
の
は
、
心
を
許
し
た
し
る
し
と
な
る
。

「
明
珠
」
…
…
光
る
珠
。
宝
珠
。
「
珠
」
は
真
珠
。

「
荊
鶏
」
…
…
越
鶏
。
南
国
生
ま
れ
の
鳥
。
ク
ジ
ャ
ク
。

「
乱
」
…
…
…
正
常
で
な
い
男
女
関
係
。

「
風
流
」
…
…
男
女
間
の
情
事
。

「
話
柄
」
…
…
談
話
の
た
ね
。
話
の
も
と
に
な
る
内
容
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

鄭
交
甫
が
か
つ
て
漢
江
に
行
っ
た
と
き
、
二
人
の
女
性
と
出
会
っ
た
。
彼
女
た

ち
は
皆
麗
し
く
華
や
か
に
着
飾
っ
て
お
り
、
そ
の
腰
も
と
に
は
ふ
た
つ
の
真
珠
を

帯
び
て
い
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
孔
雀
の
卵
の
よ
う
に
大
き
か
っ
た
。
交
甫

は
彼
女
た
ち
に
惚
れ
て
し
ま
い
、
彼
女
ら
が
神
女
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
下

り
て
行
っ
て
彼
女
た
ち
に
佩
び
玉
を
求
め
た
。
二
人
の
女
性
は
自
ら
佩
び
玉
の
紐

を
解
き
、
交
甫
に
与
え
た
。
彼
は
受
け
取
っ
て
そ
れ
を
懐
に
抱
き
、
行
く
こ
と
数

十
歩
、
懐
を
見
る
と
空
っ
ぽ
で
真
珠
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
（
ふ
り
返
る
と
）
二

人
の
女
性
は
た
ち
ま
ち
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
。

漢
水
の
女
性
は
佩
を
解
い
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
ま
だ
男
女
関
係
に
至
っ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
く
て
後
世
に
恋
愛
話
の
た
ね
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
い

っ
た
い
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。
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【
補
説
】

こ
の
話
は
、
『
孔
叢
子
』
に
「
孔
子
に
は
妾
が
い
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
こ
か
ら
聖
人
や
賢
人
の
情
愛
の
話
へ
と
続
い
て
ゆ
く
。
前
半
で

は
、
孔
子
に
は
妾
が
い
た
こ
と
を
『
孔
叢
子
』
の
記
述
を
も
と
に
述
べ
て
い
る
。

「
孔
子
亦
有
妾
矣
」
と
驚
き
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
結
ば
れ
て
お
り
、
孔
子
に

妾
が
い
た
こ
と
を
、
語
り
手
は
意
外
な
こ
と
と
受
け
と
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
後
半
の
評
に
当
た
る
部
分
で
は
、
聖
人
や
賢
人
の
情
愛
に
対

す
る
態
度
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
聖
人
や
賢
人
は
、
愛
情
に
溺
れ
る
こ
と
の
な

い
人
物
で
あ
る
と
は
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、
真
の
聖
人
や
賢
人
は
情
愛

を
遠
ざ
け
避
け
た
り
す
る
の
で
は
な
い
（
む
し
ろ
そ
れ
に
近
づ
く
）
も
の
だ
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

（
森
永

遼
介
）

④
『
情
史
』
巻
十
九

情
疑
類

第
二
十
九
話
「
漢
女
」

【
本
文
】

鄭
交
甫
常
游
漢
江
、
見
二
女
。
皆
麗
服
華
装
、
佩
両
明
珠
、
大
如
荊
鶏
之
卵
。

交
甫
見
而
悦
之
、
不
知
其
神
也
、
下
請
其
佩
。
二
女
手
解
佩
以
与
交
甫
。
受
而
之

懐
、
行
数
十
歩
、
視
懐
空
無
珠
、
二
女
忽
不
見
。

漢
女
解
佩
、
未
及
于
乱
、
而
後
世
遂
以
為
風
流
話
柄
、
何
耶
。

【
書
き
下
し
文
】

鄭
交
甫
常
て
漢
江
に
游
び
、
二
女
を
見
る
。
皆
麗
服
華
装
し
、
両
の
明
珠
を
佩

か
つ

は
い

す
る
に
、
大
な
る
こ
と
荊
鶏
の
卵
の
ご
と
し
。
交
甫
見
て
之
を
悦
び
、
其
の
神
な

る
を
知
ら
ず
、
下
り
て
其
の
佩
を
請
ふ
。
二
女
手
づ
か
ら
佩
を
解
き
て
以
て
交
甫

に
与
ふ
。
受
け
て
之
を
懐
に
し
、
行
く
こ
と
数
十
歩
、
懐
を
視
る
に
空
し
く
し
て

珠
無
し
、
二
女
忽
と
し
て
見
え
ず
。

漢
女
佩
を
解
く
も
、
未
だ
乱
に
及
ば
ざ
る
に
、
後
世
遂
に
以
て
風
流
の
話
柄
と

為
す
は
、
何
ぞ
や
。

【
語
注
】

「
鄭
交
甫
」
…
事
跡
未
詳
。
周
の
人
と
さ
れ
る
。

て
い
こ
う
ほ

「
漢
江
」
…
…
河
川
名
。
漢
水
。
陝
西
省
西
部
に
源
を
発
し
て
東
に
流
れ
、
湖
北

省
の
漢
口
で
長
江
に
注
ぐ
。

「
佩
」
…
…
…
腰
に
様
々
な
形
の
た
ま
を
い
く
つ
か
下
げ
、
歩
け
ば
触
れ
合
っ
て

音
を
立
て
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
と
く
に
女
性
の
場
合
、
そ
れ
を

解
い
て
男
性
に
贈
る
の
は
、
心
を
許
し
た
し
る
し
と
な
る
。

「
明
珠
」
…
…
光
る
珠
。
宝
珠
。
「
珠
」
は
真
珠
。

「
荊
鶏
」
…
…
越
鶏
。
南
国
生
ま
れ
の
鳥
。
ク
ジ
ャ
ク
。

「
乱
」
…
…
…
正
常
で
な
い
男
女
関
係
。

「
風
流
」
…
…
男
女
間
の
情
事
。

「
話
柄
」
…
…
談
話
の
た
ね
。
話
の
も
と
に
な
る
内
容
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

鄭
交
甫
が
か
つ
て
漢
江
に
行
っ
た
と
き
、
二
人
の
女
性
と
出
会
っ
た
。
彼
女
た

ち
は
皆
麗
し
く
華
や
か
に
着
飾
っ
て
お
り
、
そ
の
腰
も
と
に
は
ふ
た
つ
の
真
珠
を

帯
び
て
い
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
孔
雀
の
卵
の
よ
う
に
大
き
か
っ
た
。
交
甫

は
彼
女
た
ち
に
惚
れ
て
し
ま
い
、
彼
女
ら
が
神
女
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
下

り
て
行
っ
て
彼
女
た
ち
に
佩
び
玉
を
求
め
た
。
二
人
の
女
性
は
自
ら
佩
び
玉
の
紐

を
解
き
、
交
甫
に
与
え
た
。
彼
は
受
け
取
っ
て
そ
れ
を
懐
に
抱
き
、
行
く
こ
と
数

十
歩
、
懐
を
見
る
と
空
っ
ぽ
で
真
珠
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
（
ふ
り
返
る
と
）
二

人
の
女
性
は
た
ち
ま
ち
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
。

漢
水
の
女
性
は
佩
を
解
い
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
ま
だ
男
女
関
係
に
至
っ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
く
て
後
世
に
恋
愛
話
の
た
ね
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
い

っ
た
い
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。
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【
補
説
】

こ
の
話
の
古
い
出
典
は
前
漢
・
韓
嬰
に
よ
る
『
韓
詩
内
伝
』
で
あ
り
、『
文
選
』

に
収
録
さ
れ
る
郭
璞
「
江
賦
」
の
李
善
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
前

漢
の
劉
向
の
『
列
仙
伝
』
に
載
せ
る
「
江
妃
二
女
」
も
こ
れ
と
類
似
し
た
話
を
扱

っ
て
い
る
。
ど
れ
も
同
様
に
、
鄭
交
甫
と
い
う
男
性
が
二
人
の
神
女
と
出
会
い
、

神
女
と
は
知
ら
ず
に
佩
玉
を
請
う
て
受
け
取
る
が
、
や
が
て
そ
の
佩
玉
と
神
女
が

忽
然
と
消
え
て
し
ま
う
、
と
い
う
筋
の
物
語
で
あ
る
。

さ
て
、
『
情
史
』
の
「
漢
女
」
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
「
漢
女
解

佩
」
の
話
が
恋
愛
話
に
お
け
る
話
の
元
ネ
タ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
、
評
者

の
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
江
妃
二
女
」
が
『
詩
経
』
周
南
「
漢
広
」

の
「
漢
有
遊
女

不
可
求
思
」
（
漢
に
遊
女
有
り
、
求
思
す
可
か
ら
ず
）
を
故
事

の
末
尾
に
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
話
は
、
男
女
関
係

の
成
立
し
な
い
こ
と
を
書
い
た
物
語
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
江
妃
二
女
」
と
「
漢
女
」
を
比
較
す
る
と
、
「
漢
女
」
に
は
鄭
交
甫

が
女
性
を
口
説
く
場
面
も
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
「
漢
女
」
は
男
女
関
係

を
想
像
さ
せ
る
要
素
を
あ
え
て
排
し
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

【
参
考
】

○
前
漢
・
韓
嬰
『
韓
詩
内
伝
』
（
郭
璞
「
江
賦
」
『
文
選
』
李
善
注
所
引
）

（
本
文
）

韓
詩
内
伝
曰
、
鄭
交
甫
遵
彼
漢
皐
台
下
、
遇
二
女
、
与
言
曰
「
願
請
子
之
珮
。
」

二
女
与
交
甫
、
交
甫
受
而
懐
之
、
超
然
而
去
十
歩
、
循
探
之
、
即
亡
矣
。
迴
顧
二

女
亦
即
亡
矣
。

（
書
き
下
し
文
）

韓
詩
内
伝
に
曰
は
く
、
鄭
交
甫
彼
の
漢
皐
の
台
下
に

遵

ひ
、
二
女
に
遇
ひ
、
与

か
ん
か
う

し
た
が

あ

と
も

に
言
ひ
て
曰
は
く
「
願
は
く
は
子
の
珮
を
請
は
ん
」
と
。
二
女
交
甫
に
与
へ
、
交

甫
受
け
て
之
を
懐
に
し
、
超
然
と
し
て
去
る
こ
と
十
歩
、
循

ひ
て
之
を
探
る
に
、

し
た
が

さ
ぐ

即
ち
亡
し
。
迴
顧
す
れ
ば
二
女
も
亦
即
ち
亡
し
。

な

（
現
代
日
本
語
訳
）

韓
詩
内
伝
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
、
鄭
交
甫
は
あ
の
漢
皐
山
の
楼
台
の
ふ
も
と

を
過
ぎ
ゆ
く
に
、
二
人
の
女
性
と
出
会
い
、
彼
女
た
ち
に
「
ど
う
か
貴
方
の
佩
玉

を
頂
け
ま
せ
ん
か
。
」
と
語
り
か
け
た
。
二
人
の
女
性
は
佩
玉
を
交
甫
に
与
え
、

交
甫
は
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
懐
に
収
め
て
、
超
然
と
し
て
去
ろ
う
と
し
て
十
歩
進

み
、
懐
を
探
っ
て
み
る
と
佩
玉
は
無
く
な
っ
て
い
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
二
人

の
女
性
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
。

○
漢
・
劉
向
『
列
仙
伝
』
「
江
妃
二
女
」

（
本
文
）

江
妃
二
女
者
、
不
知
何
所
人
也
。
出
遊
於
江
漢
之
湄
、
逢
鄭
交
甫
。
見
而
悦
之
、

不
知
其
神
人
也
。
謂
其
僕
曰
「
我
欲
下
請
其
佩
。
」
僕
曰
「
此
間
之
人
、
皆
習
於

辞
。
不
得
恐
罹
悔
焉
。
」
交
甫
不
聴
、
遂
下
与
之
言
曰
「
二
女
労
矣
。
」
二
女
曰

「
客
子
有
労
、
妾
何
労
之
有
。
」
交
甫
曰
「
橘
是
柚
也
、
我
盛
之
以
笥
。
令
附
漢

水
、
将
流
而
下
。
我
遵
其
旁
、
采
其
芝
而
茹
之
。
以
知
吾
為
不
遜
也
。
願
請
子
之

佩
。
」
二
女
曰
「
橘
是
柚
也
、
我
盛
之
以
筥
。
令
附
漢
水
、
将
流
而
下
。
我
遵
其

旁
、
采
其
芝
而
茹
之
。
」
遂
手
解
佩
与
交
甫
。
交
甫
悦
受
而
懐
之
、
中
当
心
趨
去
、

数
十
歩
視
佩
、
空
懐
無
佩
。
顧
二
女
、
忽
然
不
見
。
詩
曰
「
漢
有
遊
女
、
不
可
求

思
。
」
此
之
謂
也
。

（
書
き
下
し
文
）

江
妃
の
二
女
は
、
何
所
の
人
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
江
漢
の
湄
に
出
遊
し
、

鄭
交
甫
に
逢
ふ
。
見
て
之
を
悦
ぶ
も
、
其
の
神
人
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
其
の

僕
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
我
下
り
て
其
の
佩
を
請
は
ん
と
欲
す
」
と
。
僕
曰
は
く
「
此

の
間
の
人
、
皆
辞
に
習
ふ
。
得
ざ
れ
ば
恐
ら
く
は
悔
い
に
罹
ら
ん
」
と
。
交
甫
聴

か
か

か
ず
、
遂
に
下
り
て
之
と
言
ひ
て
曰
は
く
「
二
女
労
れ
た
り
」
と
。
二
女
曰
は
く

つ
か

「
客
子
労
有
り
、
妾
何
の
労
か
之
れ
有
ら
ん
」
と
。
交
甫
曰
は
く
「
橘
は
是
れ
柚

な
り
、
我
之
を
盛
る
に
笥
を
以
て
す
。
漢
水
に
附
し
、
将
に
流
れ
て
下
ら
ん
と
せ

し
む
。
我
其
の
旁
ら
に
遵
ひ
、
其
の
芝
を
采
り
て
之
を
茹
ふ
。
以
て
吾
が
不
遜
た

く
ら

る
を
知
る
な
り
。
願
は
く
は
子
の
佩
を
請
は
ん
」
と
。
二
女
曰
は
く
「
橘
は
是
れ

柚
な
り
、
我
之
を
盛
る
に
筥
を
以
て
す
。
漢
水
に
附
し
、
将
に
流
れ
て
下
ら
ん
と

せ
し
む
。
我
其
の
旁
ら
に
遵
ひ
、
其
の
芝
を
采
り
て
之
を
茹
は
ん
」
と
。
遂
に
手

づ
か
ら
佩
を
解
き
て
交
甫
に
与
ふ
。
交
甫

悦

び
て
受
け
て
之
を
懐
に
し
、
中
て

よ
ろ
こ

あ

て
心
に
当
て
て
趨
り
去
る
も
、
数
十
歩
に
し
て
佩
を
視
れ
ば
、
空
懐
に
し
て
佩
無

は
し

し
。
二
女
を
顧
み
る
に
、
忽
然
と
し
て
見
え
ず
。
詩
に
曰
は
く
「
漢
に
遊
女
有
り
、

求
思
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
此
れ
を
之
れ
謂
ふ
な
り
。

（
現
代
日
本
語
訳
）

江
妃
の
二
人
の
娘
は
、
ど
こ
の
出
身
か
わ
か
ら
な
い
。
漢
水
の
岸
辺
へ
出
か
け
て

行
っ
て
歩
き
回
る
う
ち
、
鄭
交
甫
に
出
会
っ
た
。
交
甫
は
二
人
を
見
か
け
て
惚
れ

込
ん
だ
が
、
相
手
が
神
人
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
下
僕
に
「
私
は
下
り

て
行
っ
て
、
あ
の
娘
の
佩
玉
を
も
ら
お
う
と
思
う
」
と
言
っ
た
が
、
下
僕
は
「
こ

の
辺
り
の
人
は
、
み
な
男
女
の
や
り
と
り
に
慣
れ
て
お
り
ま
す
。
も
ら
え
な
い
と
、

た
ぶ
ん
後
悔
す
る
よ
う
な
目
に
遭
う
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
交
甫
は
聞

き
入
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
下
り
て
行
っ
て
娘
に
話
し
か
け
た
。
「
二
人
の
娘
さ
ん
、

お
疲
れ
で
し
ょ
う
」
。
二
人
の
娘
は
答
え
た
。
「
旅
人
の
あ
な
た
が
お
疲
れ
で
し

ょ
う
、
私
た
ち
に
は
何
も
疲
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
。
交
甫
は
「
橘
は
柚
で

す
。
私
は
そ
れ
を
箱
に
入
れ
ま
し
た
。
漢
水
に
浮
か
べ
、
流
れ
下
ら
せ
よ
う
と
思

い
ま
す
。
私
は
そ
の
そ
ば
を
つ
い
て
行
き
、
そ
こ
の
芝
を
採
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

私
が
大
そ
れ
た
望
み
を
持
っ
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
で
も
、
ど
う
か
あ

な
た
の
佩
玉
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
と
、
二
人
の
娘
は
「
橘
は
柚
で
す
。
私

は
そ
れ
を
ざ
る
に
入
れ
ま
し
た
。
漢
水
に
浮
か
べ
、
流
れ
下
ら
せ
よ
う
と
思
い
ま

す
。
私
は
そ
の
そ
ば
を
つ
い
て
行
き
、
そ
こ
の
芝
を
採
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
」
と

答
え
、
佩
玉
を
ほ
ど
い
て
交
甫
に
渡
し
た
。
交
甫
は
喜
ん
で
受
け
取
り
、
懐
に
入

れ
、
ち
ょ
う
ど
胸
の
中
央
に
置
い
て
小
走
り
に
去
っ
た
が
、
数
十
歩
行
っ
て
か
ら

佩
玉
を
見
よ
う
と
す
る
と
、
懐
中
は
空
で
佩
玉
は
な
か
っ
た
。
二
人
の
娘
を
振
り

返
れ
ば
、
ふ
っ
と
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
詩
に
「
漢
水
に
は
出
歩
い
て
い

る
娘
が
い
る
が
、
言
い
寄
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
い
っ

た
も
の
で
あ
る
。

〔
参
考
文
献
〕
前
野
直
彬
『
山
海
経
・
列
仙
伝
』
（
集
英
社
全
釈
漢
文
大
系

一
九
七

五
）

（
田
村

俊
樹
）

⑤
『
情
史
』
巻
十
九

情
疑
類

第
四
十
八
話
「
延
寿
司
」

【
本
文
】

姑
蘇
衛
人
王
宗
本
、
行
賈
于
汴
。
抵
夜
、
而
有
美
女
入
室
与
狎
。
詢
其
居
止

名
氏
、
終
不
言
。
久
而
成
疾
、
疑
為
妖
也
。
俟
来
時
、
以
黒
油
塗
其
面
、
女
泣
去
。

旦
日
、
歴
観
神
祠
、
至
城
隍
廟
延
寿
司
。
捧
香
合
女
像
而
有
黒
油
。
以
語
廟

祝
毀
之
、
中
有
血
水
流
出
。

【
書
き
下
し
文
】

姑
蘇
の
衛
人
王
宗
本
、
汴
に
行
賈
す
。
夜
に
扺
た
り
、
美
女
の
室
に
入
り
て

べ
ん

あ

与
に
狎
る
る
有
り
。
其
の
居
止
名
氏
を
詢
ふ
も
、
終
に
言
は
ず
。
久
し
く
し
て
疾

な

と

つ
ひ

を
成
し
、
妖
な
る
か
と
疑
ふ
。
来
る
時
を
俟
ち
、
黒
油
を
以
て
其
の
面
に
塗
れ
ば
、

ま

女
泣
き
て
去
り
ぬ
。

旦
日
、
神
祠
を
歴
観
す
る
に
、
城
隍
廟
の
延
寿
司
に
至
る
。
香
合
を
捧
ぐ
る

さ
さ

女
像
に
黒
油
有
り
。
以
て
廟
祝
に
語
り
て
之
を
毀
つ
に
、
中
に
血
水
の
流
出
す
る

こ
ぼ

有
り
。

【
語
注
】
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か
ず
、
遂
に
下
り
て
之
と
言
ひ
て
曰
は
く
「
二
女
労
れ
た
り
」
と
。
二
女
曰
は
く

つ
か

「
客
子
労
有
り
、
妾
何
の
労
か
之
れ
有
ら
ん
」
と
。
交
甫
曰
は
く
「
橘
は
是
れ
柚

な
り
、
我
之
を
盛
る
に
笥
を
以
て
す
。
漢
水
に
附
し
、
将
に
流
れ
て
下
ら
ん
と
せ

し
む
。
我
其
の
旁
ら
に
遵
ひ
、
其
の
芝
を
采
り
て
之
を
茹
ふ
。
以
て
吾
が
不
遜
た

く
ら

る
を
知
る
な
り
。
願
は
く
は
子
の
佩
を
請
は
ん
」
と
。
二
女
曰
は
く
「
橘
は
是
れ

柚
な
り
、
我
之
を
盛
る
に
筥
を
以
て
す
。
漢
水
に
附
し
、
将
に
流
れ
て
下
ら
ん
と

せ
し
む
。
我
其
の
旁
ら
に
遵
ひ
、
其
の
芝
を
采
り
て
之
を
茹
は
ん
」
と
。
遂
に
手

づ
か
ら
佩
を
解
き
て
交
甫
に
与
ふ
。
交
甫

悦

び
て
受
け
て
之
を
懐
に
し
、
中
て

よ
ろ
こ

あ

て
心
に
当
て
て
趨
り
去
る
も
、
数
十
歩
に
し
て
佩
を
視
れ
ば
、
空
懐
に
し
て
佩
無

は
し

し
。
二
女
を
顧
み
る
に
、
忽
然
と
し
て
見
え
ず
。
詩
に
曰
は
く
「
漢
に
遊
女
有
り
、

求
思
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
此
れ
を
之
れ
謂
ふ
な
り
。

（
現
代
日
本
語
訳
）

江
妃
の
二
人
の
娘
は
、
ど
こ
の
出
身
か
わ
か
ら
な
い
。
漢
水
の
岸
辺
へ
出
か
け
て

行
っ
て
歩
き
回
る
う
ち
、
鄭
交
甫
に
出
会
っ
た
。
交
甫
は
二
人
を
見
か
け
て
惚
れ

込
ん
だ
が
、
相
手
が
神
人
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
下
僕
に
「
私
は
下
り

て
行
っ
て
、
あ
の
娘
の
佩
玉
を
も
ら
お
う
と
思
う
」
と
言
っ
た
が
、
下
僕
は
「
こ

の
辺
り
の
人
は
、
み
な
男
女
の
や
り
と
り
に
慣
れ
て
お
り
ま
す
。
も
ら
え
な
い
と
、

た
ぶ
ん
後
悔
す
る
よ
う
な
目
に
遭
う
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
交
甫
は
聞

き
入
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
下
り
て
行
っ
て
娘
に
話
し
か
け
た
。
「
二
人
の
娘
さ
ん
、

お
疲
れ
で
し
ょ
う
」
。
二
人
の
娘
は
答
え
た
。
「
旅
人
の
あ
な
た
が
お
疲
れ
で
し

ょ
う
、
私
た
ち
に
は
何
も
疲
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
。
交
甫
は
「
橘
は
柚
で

す
。
私
は
そ
れ
を
箱
に
入
れ
ま
し
た
。
漢
水
に
浮
か
べ
、
流
れ
下
ら
せ
よ
う
と
思

い
ま
す
。
私
は
そ
の
そ
ば
を
つ
い
て
行
き
、
そ
こ
の
芝
を
採
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

私
が
大
そ
れ
た
望
み
を
持
っ
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
で
も
、
ど
う
か
あ

な
た
の
佩
玉
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
と
、
二
人
の
娘
は
「
橘
は
柚
で
す
。
私

は
そ
れ
を
ざ
る
に
入
れ
ま
し
た
。
漢
水
に
浮
か
べ
、
流
れ
下
ら
せ
よ
う
と
思
い
ま

す
。
私
は
そ
の
そ
ば
を
つ
い
て
行
き
、
そ
こ
の
芝
を
採
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
」
と

答
え
、
佩
玉
を
ほ
ど
い
て
交
甫
に
渡
し
た
。
交
甫
は
喜
ん
で
受
け
取
り
、
懐
に
入

れ
、
ち
ょ
う
ど
胸
の
中
央
に
置
い
て
小
走
り
に
去
っ
た
が
、
数
十
歩
行
っ
て
か
ら

佩
玉
を
見
よ
う
と
す
る
と
、
懐
中
は
空
で
佩
玉
は
な
か
っ
た
。
二
人
の
娘
を
振
り

返
れ
ば
、
ふ
っ
と
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
詩
に
「
漢
水
に
は
出
歩
い
て
い

る
娘
が
い
る
が
、
言
い
寄
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
い
っ

た
も
の
で
あ
る
。

〔
参
考
文
献
〕
前
野
直
彬
『
山
海
経
・
列
仙
伝
』
（
集
英
社
全
釈
漢
文
大
系

一
九
七

五
）

（
田
村

俊
樹
）

⑤
『
情
史
』
巻
十
九

情
疑
類

第
四
十
八
話
「
延
寿
司
」

【
本
文
】

姑
蘇
衛
人
王
宗
本
、
行
賈
于
汴
。
抵
夜
、
而
有
美
女
入
室
与
狎
。
詢
其
居
止

名
氏
、
終
不
言
。
久
而
成
疾
、
疑
為
妖
也
。
俟
来
時
、
以
黒
油
塗
其
面
、
女
泣
去
。

旦
日
、
歴
観
神
祠
、
至
城
隍
廟
延
寿
司
。
捧
香
合
女
像
而
有
黒
油
。
以
語
廟

祝
毀
之
、
中
有
血
水
流
出
。

【
書
き
下
し
文
】

姑
蘇
の
衛
人
王
宗
本
、
汴
に
行
賈
す
。
夜
に
扺
た
り
、
美
女
の
室
に
入
り
て

べ
ん

あ

与
に
狎
る
る
有
り
。
其
の
居
止
名
氏
を
詢
ふ
も
、
終
に
言
は
ず
。
久
し
く
し
て
疾

な

と

つ
ひ

を
成
し
、
妖
な
る
か
と
疑
ふ
。
来
る
時
を
俟
ち
、
黒
油
を
以
て
其
の
面
に
塗
れ
ば
、

ま

女
泣
き
て
去
り
ぬ
。

旦
日
、
神
祠
を
歴
観
す
る
に
、
城
隍
廟
の
延
寿
司
に
至
る
。
香
合
を
捧
ぐ
る

さ
さ

女
像
に
黒
油
有
り
。
以
て
廟
祝
に
語
り
て
之
を
毀
つ
に
、
中
に
血
水
の
流
出
す
る

こ
ぼ

有
り
。

【
語
注
】
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「
姑
蘇
」
…
…
地
名
。
今
の
江
蘇
省
蘇
州
市
。

「
衛
人
」
…
…
門
番
。

「
行
賈
」
…
…
店
を
構
え
ず
、
往
来
し
て
品
物
を
売
る
こ
と
。

「
汴
」
…
…
…
河
南
省
開
封
の
別
名
。

「
抵
」
…
…
…
あ
る
場
所
や
時
期
に
相
当
す
る
。

「
狎
」
…
…
…
親
し
く
す
る
。
近
づ
く
。

「
詢
」
…
…
…
問
う
。
意
見
を
求
め
る
。

「
居
止
」
…
…
住
居
。
居
址
。

「
俟
」
…
…
…
待
ち
う
け
る
。

「
旦
日
」
…
…
翌
日
。

「
歴
観
」
…
…
次
か
ら
次
へ
と
め
ぐ
り
歩
い
て
み
る
。

「
城
隍
廟
」
…
城
の
堀
や
都
市
の
守
り
神
を
祀
っ
た
ほ
こ
ら
。

「
延
寿
司
」
…
長
命
・
延
年
す
る
こ
と
を
願
う
ほ
こ
ら
。

「
香
合
」
…
…
香
料
を
入
れ
る
箱
。

「
廟
祝
」
…
…
廟
の
主
人
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

姑
蘇
の
護
衛
を
し
て
い
た
王
宗
本
は
、
汴
京
に
買
い
物
に
出
掛
け
た
。
夜
に

な
り
、
美
女
が
部
屋
に
入
っ
て
き
て
親
密
な
仲
と
な
っ
た
。
宗
本
は
、
女
に
住
ん

で
い
る
所
と
氏
名
を
尋
ね
た
が
、
彼
女
は
と
う
と
う
答
え
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
宗
本
は
病
に
か
か
り
、
女
が
も
の
の
け
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。

女
が
訪
れ
る
の
を
待
っ
て
、
顔
に
黒
い
油
を
塗
っ
た
と
こ
ろ
、
女
は
泣
い
て
去
っ

て
し
ま
っ
た
。

翌
日
、
神
祠
を
見
物
し
つ
つ
歩
い
て
い
る
と
、
城
隍
廟
の
延
寿
司
に
た
ど
り

着
い
た
。
（
そ
の
場
所
の
）
香
を
入
れ
る
箱
を
捧
げ
持
つ
女
の
像
に
黒
い
油
が
つ

い
て
い
た
。
そ
こ
で
廟
の
主
人
に
話
し
、
こ
の
女
像
を
壊
し
た
と
こ
ろ
、
中
か
ら

血
が
あ
ふ
れ
出
て
き
た
。

【
補
説
】

こ
の
話
は
、
王
宗
本
が
旅
先
で
親
密
な
関
係
に
な
っ
た
美
女
を
妖
怪
の
類
で

は
な
い
か
と
疑
い
、
女
の
顔
に
目
印
と
し
て
黒
油
を
塗
っ
た
と
こ
ろ
、
城
隍
廟
の

香
合
を
捧
げ
持
っ
て
い
た
女
像
に
自
分
の
塗
っ
た
黒
油
が
つ
い
て
い
た
と
い
う
話

で
あ
る
。

こ
こ
で
現
れ
る
城
隍
神
と
は
都
市
の
守
護
神
で
あ
り
、
城
隍
神
を
祭
る
行
為

に
は
南
方
沿
岸
地
方
に
お
け
る
地
方
的
風
俗
に
起
源
が
あ
る
と
さ
れ
、
現
在
で
も
、

中
国
や
台
湾
に
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
五
月
二
十
一
日
を
城
隍
神
の
生
誕
日

と
し
、
盛
大
な
祭
典
が
行
わ
れ
て
い
る
。

宋
代
の
城
隍
神
は
、
地
方
官
に
と
っ
て
は
社
稷
な
ど
に
並
ん
で
、
春
祈
秋
報

や
祈
雨
祈
晴
祈
願
を
行
う
た
め
に
国
家
に
よ
っ
て
祭
祀
さ
れ
る
神
で
あ
っ
た
。
そ

の
一
方
で
民
間
信
仰
に
お
い
て
は
、
城
隍
神
は
冥
界
神
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
宋

代
の
道
教
思
想
の
広
ま
り
と
冥
界
神
信
仰
が
結
び
つ
き
、
城
隍
神
の
性
格
・
役
割

に
「
道
士
の
呪
術
に
よ
っ
て
呼
び
出
さ
れ
、
地
域
の
鬼
神
の
取
り
締
ま
り
を
行
う

あ
の
世
の
警
察
的
存
在
」
が
付
加
さ
れ
た
。
ま
た
城
隍
神
内
の
権
力
差
が
成
立
し
、

「
都
城
隍
→
州
城
隍
→
県
城
隍
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
宋
代
の
道
教
に

お
い
て
、
い
ち
早
く
城
隍
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
、
亡
魂

の
取
り
締
ま
り
と
い
う
役
割
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
情
史
』
が
書
か
れ
た
明
代
に
は
、
城
隍
神
が
生
者
や
亡
魂
に
対
し
て
監
督

し
、
そ
の
善
悪
に
従
っ
て
報
い
を
受
け
る
よ
う
に
は
か
ら
う
と
い
う
役
割
を
担
う

事
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
次
第
に
城
隍
神
が
出
巡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
活
動

を
取
り
締
ま
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
後
に
そ
の
形
式
を
模
し
て
、

神
像
を
神
輿
に
乗
せ
て
城
内
を
巡
行
す
る
「
城
隍
出
巡
」
と
い
う
行
事
が
民
間
で

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
も
台
湾
の
「
台
北
霞
海
城
隍
廟
」
「
新
竹
城

隍
廟
」
の
出
巡
は
有
名
で
全
島
か
ら
信
者
が
あ
つ
ま
る
祭
典
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
明
代
の
民
間
主
体
の
城
隍
神
信
仰
の
中
に
は
、
天
罰
を
下
し
運
命
を
変

化
さ
せ
る
と
い
う
城
隍
神
の
役
割
か
ら
派
生
し
、
人
に
眼
福
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
神
と
し
て
み
な
さ
れ
た
。
本
来
の
冥
界
神
と
し
て
の
信
仰
か
ら
変
化
が
生
じ
、

病
の
回
復
を
祈
っ
た
り
、
福
を
祈
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
城
隍
神
に
家
畜
を
さ
さ

げ
祈
祷
し
た
と
い
う
民
間
信
仰
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
物
語
の
中
に
も
、
城
隍
廟
の

中
に
延
寿
司
と
い
う
長
寿
を
願
う
祠
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
民
間
信
仰
に
お
い
て

病
の
回
復
な
ど
を
祈
願
す
る
場
所
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

城
隍
神
が
生
者
や
亡
魂
に
対
し
て
監
督
す
る
神
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

王
宗
本
が
親
密
に
し
て
い
た
美
女
と
は
、
お
そ
ら
く
城
隍
廟
の
延
寿
を
司
る
祠
の

中
で
、
女
像
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
亡
魂
・
鬼
神
の
化
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

〔
参
考
文
献
〕
松
本
浩
一
「
城
隍
神
信
仰
と
そ
の
源
流
」
（
『
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア

研
究
』
第
一
巻
二
号

二
〇
〇
三
）

（
柴
田

早
侑
里
）

⑥
『
情
史
』
巻
二
十
二

情
外
類

第
三
話
「
王
确
」

【
本
文
】

王
僧
達
為
呉
郡
太
守
、
族
子
确
少
美
姿
容
。
僧
達
与
之
私
款
甚
昵
。
确
叔
父
休
、

永
嘉
太
守
、
当
将
确
之
郡
、
僧
達
欲
逼
留
之
。
确
知
其
意
、
避
不
往
。
僧
達
潜
于

所
住
後
作
大
坑
、
欲
誘
确
来
、
殺
埋
之
。
従
弟
僧
虔
知
其
謀
、
禁
訶
乃
止
。

【
書
き
下
し
文
】

王
僧
達
は
呉
郡
の
太
守
た
り
て
、
族
子
确
少
く
し
て
美
た
る
姿
容
あ
り
。
僧
達

か
く
わ
か

之
と
私
款
す
る
こ
と
甚
だ
昵
な
り
。
确
の
叔
父
休
、
永
嘉
の
太
守
と
な
り
て
、
当

に
确
を
将
ゐ
て
郡
に
之
か
ん
と
す
る
に
、
僧
達
逼
り
て
之
を
留
め
ん
と
欲
す
。
确

ひ
き

ゆ

せ
ま

其
の
意
を
知
り
、
避
け
て
往
か
ず
。
僧
達
潜
か
に
住
み
た
る
所
の
後
に
大
坑
を
作

ひ
そ

り
、
确
を
誘
ひ
て
来
た
ら
し
め
、
殺
し
て
之
を
埋
め
ん
と
欲
す
。
従
弟
の
僧
虔
其

の
謀
を
知
り
て
、
禁
訶
し
て
乃
ち
止
め
し
む
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

王
僧
達
は
呉
郡
の
太
守
で
、
甥
の
确
は
若
く
て
容
姿
は
美
し
く
、
僧
達
は
确
と

非
常
に
親
密
に
交
わ
っ
て
い
た
。
确
の
叔
父
の
休
は
、
永
嘉
の
太
守
と
な
り
、
确

を
永
嘉
に
連
れ
て
行
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
僧
達
は
脅
し
て
确
を
留
め
よ
う
と
し

た
。
确
は
僧
達
が
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
を
知
り
、
避
け
て
僧
達
の
も
と
に

行
か
な
か
っ
た
。
僧
達
は
こ
っ
そ
り
と
住
居
の
裏
に
大
き
な
穴
を
作
り
、
确
を
誘

っ
て
招
き
入
れ
、
确
を
殺
し
て
埋
め
よ
う
と
し
た
。
従
弟
の
僧
虔
が
僧
達
の
謀
を

知
っ
て
、
大
声
で
制
止
し
た
の
で
僧
達
は
計
画
を
と
り
や
め
た
。

【
語
注
】

「
王
僧
達
」
…
四
二
三~

四
五
八

。
南
朝
宋
の
人
。
若
い
こ
ろ
か
ら
文
才
を
ふ
る
っ
た
が
、

性
格
に
難
が
あ
り
、
改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
死
を
賜
っ

た
。
こ
の
逸
話
は
『
宋
書
』
王
僧
達
の
本
伝
に
見
え
る
。

「
呉
郡
」
…
…
郡
名
。
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
。

「
族
子
」
…
…
親
類
の
子
供
。
兄
弟
の
子
。
お
い
・
め
い
。

「
私
款
」
…
…
密
か
に
親
密
に
交
わ
る
。

「
昵
」
…
…
…
親
密
な
さ
ま
。

「
永
嘉
」
…
…
郡
名
。
現
在
の
浙
江
省
温
州
市
。

「
将
」
…
…
…
携
行
す
る
。
と
も
な
う
。

「
逼
」
…
…
…
お
ど
し
つ
け
る
。
脅
迫
す
る
。

「
潜
于
所
住
後
」
…
『
宋
書
』
王
僧
達
伝
は
「
潜
於
所
住
屋
後
作
大
坑
」
に
作
る
。

「
王
僧
虔
」
…
四
二
六~

四
六
五

。
南
朝
宋
、
斉
の
人
。

「
禁
訶
」
…
…
大
声
で
制
止
す
る
。

【
補
説
】

こ
の
話
は
、
王
僧
達
と
王
确
の
二
人
の
男
色
の
話
で
あ
り
、『
宋
書
』
王
僧
達
の
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ま
た
明
代
の
民
間
主
体
の
城
隍
神
信
仰
の
中
に
は
、
天
罰
を
下
し
運
命
を
変

化
さ
せ
る
と
い
う
城
隍
神
の
役
割
か
ら
派
生
し
、
人
に
眼
福
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
神
と
し
て
み
な
さ
れ
た
。
本
来
の
冥
界
神
と
し
て
の
信
仰
か
ら
変
化
が
生
じ
、

病
の
回
復
を
祈
っ
た
り
、
福
を
祈
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
城
隍
神
に
家
畜
を
さ
さ

げ
祈
祷
し
た
と
い
う
民
間
信
仰
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
物
語
の
中
に
も
、
城
隍
廟
の

中
に
延
寿
司
と
い
う
長
寿
を
願
う
祠
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
民
間
信
仰
に
お
い
て

病
の
回
復
な
ど
を
祈
願
す
る
場
所
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

城
隍
神
が
生
者
や
亡
魂
に
対
し
て
監
督
す
る
神
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

王
宗
本
が
親
密
に
し
て
い
た
美
女
と
は
、
お
そ
ら
く
城
隍
廟
の
延
寿
を
司
る
祠
の

中
で
、
女
像
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
亡
魂
・
鬼
神
の
化
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

〔
参
考
文
献
〕
松
本
浩
一
「
城
隍
神
信
仰
と
そ
の
源
流
」
（
『
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア

研
究
』
第
一
巻
二
号

二
〇
〇
三
）

（
柴
田

早
侑
里
）

⑥
『
情
史
』
巻
二
十
二

情
外
類

第
三
話
「
王
确
」

【
本
文
】

王
僧
達
為
呉
郡
太
守
、
族
子
确
少
美
姿
容
。
僧
達
与
之
私
款
甚
昵
。
确
叔
父
休
、

永
嘉
太
守
、
当
将
确
之
郡
、
僧
達
欲
逼
留
之
。
确
知
其
意
、
避
不
往
。
僧
達
潜
于

所
住
後
作
大
坑
、
欲
誘
确
来
、
殺
埋
之
。
従
弟
僧
虔
知
其
謀
、
禁
訶
乃
止
。

【
書
き
下
し
文
】

王
僧
達
は
呉
郡
の
太
守
た
り
て
、
族
子
确
少
く
し
て
美
た
る
姿
容
あ
り
。
僧
達

か
く
わ
か

之
と
私
款
す
る
こ
と
甚
だ
昵
な
り
。
确
の
叔
父
休
、
永
嘉
の
太
守
と
な
り
て
、
当

に
确
を
将
ゐ
て
郡
に
之
か
ん
と
す
る
に
、
僧
達
逼
り
て
之
を
留
め
ん
と
欲
す
。
确

ひ
き

ゆ

せ
ま

其
の
意
を
知
り
、
避
け
て
往
か
ず
。
僧
達
潜
か
に
住
み
た
る
所
の
後
に
大
坑
を
作

ひ
そ

り
、
确
を
誘
ひ
て
来
た
ら
し
め
、
殺
し
て
之
を
埋
め
ん
と
欲
す
。
従
弟
の
僧
虔
其

の
謀
を
知
り
て
、
禁
訶
し
て
乃
ち
止
め
し
む
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

王
僧
達
は
呉
郡
の
太
守
で
、
甥
の
确
は
若
く
て
容
姿
は
美
し
く
、
僧
達
は
确
と

非
常
に
親
密
に
交
わ
っ
て
い
た
。
确
の
叔
父
の
休
は
、
永
嘉
の
太
守
と
な
り
、
确

を
永
嘉
に
連
れ
て
行
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
僧
達
は
脅
し
て
确
を
留
め
よ
う
と
し

た
。
确
は
僧
達
が
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
を
知
り
、
避
け
て
僧
達
の
も
と
に

行
か
な
か
っ
た
。
僧
達
は
こ
っ
そ
り
と
住
居
の
裏
に
大
き
な
穴
を
作
り
、
确
を
誘

っ
て
招
き
入
れ
、
确
を
殺
し
て
埋
め
よ
う
と
し
た
。
従
弟
の
僧
虔
が
僧
達
の
謀
を

知
っ
て
、
大
声
で
制
止
し
た
の
で
僧
達
は
計
画
を
と
り
や
め
た
。

【
語
注
】

「
王
僧
達
」
…
四
二
三~

四
五
八

。
南
朝
宋
の
人
。
若
い
こ
ろ
か
ら
文
才
を
ふ
る
っ
た
が
、

性
格
に
難
が
あ
り
、
改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
死
を
賜
っ

た
。
こ
の
逸
話
は
『
宋
書
』
王
僧
達
の
本
伝
に
見
え
る
。

「
呉
郡
」
…
…
郡
名
。
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
。

「
族
子
」
…
…
親
類
の
子
供
。
兄
弟
の
子
。
お
い
・
め
い
。

「
私
款
」
…
…
密
か
に
親
密
に
交
わ
る
。

「
昵
」
…
…
…
親
密
な
さ
ま
。

「
永
嘉
」
…
…
郡
名
。
現
在
の
浙
江
省
温
州
市
。

「
将
」
…
…
…
携
行
す
る
。
と
も
な
う
。

「
逼
」
…
…
…
お
ど
し
つ
け
る
。
脅
迫
す
る
。

「
潜
于
所
住
後
」
…
『
宋
書
』
王
僧
達
伝
は
「
潜
於
所
住
屋
後
作
大
坑
」
に
作
る
。

「
王
僧
虔
」
…
四
二
六~

四
六
五

。
南
朝
宋
、
斉
の
人
。

「
禁
訶
」
…
…
大
声
で
制
止
す
る
。

【
補
説
】

こ
の
話
は
、
王
僧
達
と
王
确
の
二
人
の
男
色
の
話
で
あ
り
、『
宋
書
』
王
僧
達
の
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本
伝
に
見
え
る
。
同
性
愛
は
様
々
な
史
書
に
見
ら
れ
る
が
、
最
古
の
も
の
は
、『
商

書
』
（
『
書
経
』
の
う
ち
、
商
代
（
殷
代
）
の
こ
と
を
記
し
た
部
分
）
の
「
伊
訓
」

と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
同
性
愛
は
悪
行
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
。

し
か
し
後
世
で
は
、
『
戦
国
策
』
「
秦
策
」
に
男
色
が
一
国
の
君
主
の
遊
び
楽
し
む

方
法
や
特
別
な
嗜
好
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

ほ
か
の
多
く
の
書
の
描
写
で
も
君
主
が
美
男
子
に
入
れ
込
み
、
官
職
を
与
え
た
り
、

そ
の
一
族
を
優
遇
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
実
際
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
行
き

過
ぎ
た
も
の
と
し
て
帝
位
を
禅
譲
す
る
ほ
ど
に
入
れ
込
ん
で
し
ま
う
皇
帝
が
い
た

と
い
う
記
述
さ
え
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
主
に
そ
の
美
貌
で
君
主
を
喜

ば
せ
た
の
で
、
そ
の
地
位
は
非
常
に
不
安
定
で
あ
り
、
容
色
が
衰
え
て
寵
愛
を
失

う
か
、
君
主
が
ほ
か
の
男
を
好
き
に
な
れ
ば
、
不
幸
な
目
に
合
う
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
男
色
を
好
ん
だ
君
主
た
ち
は
、
同
性
愛
者
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
両
性
愛
者
で
あ
っ
て
、
美
女
に
飽
き
る
と
趣
向
を
変
え
て

美
男
を
も
て
あ
そ
ん
だ
の
で
あ
る
。

な
お
、『
情
史
』
が
編
纂
さ
れ
た
明
代
に
は
、
男
色
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
明
代
と
い
う
の
は
中
国
史
上
も
っ
と
も
性
的
抑
圧
が
最
も
厳
し
い

時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
に
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
性
的
抑
圧
は
、

古
代
の
中
国
人
の
一
族
や
家
庭
の
観
念
の
強
さ
に
起
因
し
て
お
り
、
男
女
が
接
触

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
族
の
血
統
や
家
庭
の
秩
序
を
乱
す
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
き
わ
め
て
厳
格
に
制
限
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
性
欲
を
円
滑
に
解
消
す

る
手
段
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
性
愛
は
こ
れ
ら
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
る
心

配
が
な
い
た
め
、
社
会
は
異
性
と
の
性
行
為
を
統
制
す
る
の
と
同
時
に
、
同
性
愛

に
つ
い
て
は
緩
和
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
男
色
・
同
性
愛
で
あ
る
が
、
こ
の
物
語
で
は
目
上
の

相
手
が
美
男
子
を
棄
て
る
の
で
は
な
く
、
美
男
子
が
目
上
の
相
手
を
棄
て
る
と
い

う
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
王
僧
達
は
激
昂
し
、
寵
愛
し
て
い
た
王
确
を
殺
そ
う

と
す
る
。
結
局
、
彼
は
王
僧
虔
に
叱
責
さ
れ
て
王
确
を
殺
す
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、

こ
の
物
語
で
描
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
王
僧
達
が
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ

た
の
か
と
い
う
点
だ
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
彼
は
、
実
際
も
性
格
に
難
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
幾
度
も
官
職
を
剥
奪
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
物
語
で
も
自
分
の
思
い

通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
寵
愛
し
て
い
た
者
で
さ
え
も
殺
そ
う
と
す
る
ほ
ど
気
性

が
荒
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の
あ
る
彼
の
人
間
性
を
、
先
述
し
た

よ
う
に
男
色
と
絡
め
て
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
文
献
〕
劉
達
臨
著

鈴
木
博
訳
『
中
国
性
愛
文
化
』
（
青
土
社

二
〇
〇
二
）

（
梅

誠
士
郎
）

⑦
『
情
史
』
巻
二
十
三

情
通
類

第
十
話
「
鸛
」

【
本
文
】

高
郵
有
鸛
、
双
栖
于
南
楼
之
上
。
或
弋
其
雄
、
雌
独
孤
栖
。
旬
余
、
有
鸛
一

班
、
偕
一
雄
与
共
巣
。
若
媒
誘
之
者
。
然
竟
日
弗
偶
、
遂
皆
飛
去
。
孤
者
哀
鳴
不

已
、
忽
鑚
嘴
入
巣
隙
、
懸
足
而
死
。

時
游
者
群
客
見
之
、
無
不
嗟
訝
、
称
為
烈
鸛
、
而
競
為
詩
歌
吊
之
。
復
有
烈
鸛

碑
。

【
書
き
下
し
文
】

高
郵
に
鸛
有
り
て
、
南
楼
の
上
に
双
栖
す
。
或
ひ
と
其
の
雄
を
弋
し
、
雌
独
り

よ
く

孤
栖
す
る
の
み
。
旬
余
に
し
て
、
鸛
の
一
班
有
り
て
、
一
雄
と
偕
に
巣
を
与
共
に

と
も

と
も

す
。
之
を
媒
誘
す
る
者
の
若
し
。
然
れ
ど
も
日
を
竟
ふ
る
ま
で
偶
せ
ず
、
遂
に
皆

を

飛
び
去
る
。
孤
者
哀
鳴
し
て
已
ま
ず
、
忽
ち

嘴

を
鑚
り
て
巣
隙
に
入
れ
、
足
を

や

く
ち
ば
し

き

懸
け
て
死
す
。

時
に
游
者
群
客
は
之
を
見
、
嗟
訝
せ
ざ
る
無
く
、
称
し
て
烈
鸛
と
為
し
、
競
ひ

さ

が

て
詩
歌
を
為
し
之
に
吊
す
。
復
た
烈
鸛
碑
有
り
。

【
語
注
】

「
高
郵
」
…
県
名
。
現
在
の
江
蘇
省
高
郵
市
。

「
鸛
」
…
…
コ
ウ
ノ
ト
リ
科
の
大
形
の
鳥
の
総
称
。

「
南
楼
」
…
南
に
あ
る
二
階
、
ま
た
は
二
階
建
て
以
上
の
建
築
物
。

「
弋
」
…
…
い
ぐ
る
み(

鳥
を
絡
め
取
る
た
め
に
糸
を
つ
け
た
短
い
矢
）
で
捕
え

る
。

「
旬
余
」
…
十
日
あ
ま
り
。

「
班
」
…
…
グ
ル
ー
プ
。

「
偕
」
…
…
一
緒
に
、
と
も
に
。

「
媒
誘
」
…
女
性
に
男
性
を
仲
立
ち
す
る
、
ま
た
は
女
性
を
誘
惑
す
る
こ
と
。

「
竟
日
」
…
一
日
じ
ゅ
う
、
終
日
。

「
偶
」
…
…
結
婚
す
る
、
連
れ
添
う
。

「
鑚
」
…
…
キ
リ
で
穴
を
あ
け
る
。

「
嗟
訝
」
…
感
嘆
し
不
思
議
に
思
う
。

「
烈
」
…
…
激
し
い
。
意
志
が
固
い
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

高
郵
に
鸛
が
お
り
、
南
の
高
殿
の
上
に
つ
が
い
で
棲
ん
で
い
た
。
あ
る
人
が

そ
の
雄
を
捕
え
た
た
め
、
雌
は
た
だ
独
り
で
棲
ん
で
い
た
。
そ
れ
か
ら
十
日
余
り
、

(

雌
の
も
と
に
は)

鸛
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
、
順
番
に
一
羽
ず
つ
雄
と
巣
を
共
に

し
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
結
婚
さ
せ
よ
う
と
仲
立
ち
し
た
り
、
誘
惑
し
た
り
す
る
者

の
よ
う
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
日
中
連
れ
添
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
遂
に

皆(

鸛
の
群
れ)

は
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。
一
羽
に
な
っ
た
雌
の
鸛
の
悲
し
い
鳴
き

声
は
や
む
こ
と
が
な
く
、
急
に
き
り
で
穴
を
あ
け
る
よ
う
に
嘴
を
巣
に
突
き
刺
し

て
、
足
を
天
に
か
け
る
よ
う
に
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
の
と
き
、
旅
ゆ
く
者
や
連
れ
だ
っ
て
旅
客
た
ち
が
こ
れ
を
見
て
、
感
嘆
し
奇

異
な
こ
と
だ
と
思
わ
な
い
も
の
は
お
ら
ず
、
激
烈
で
意
志
の
固
い
鸛
で
あ
る
と
し

て
、
競
い
合
っ
て
詩
歌
を
作
り
、
そ
の
場
所
に
詩
歌
を
吊
し
た
。
さ
ら
に
烈
鸛
碑

と
い
う
碑
文
も
あ
っ
た
。

【
補
説
】

こ
れ
は
夫
が
い
な
く
な
っ
た
後
も
夫
へ
の
愛
情
か
ら
他
の
雄
と
連
れ
添
う
こ
と

な
く
亡
く
な
っ
た
鸛
の
話
で
あ
る
。
「
烈
鸛
碑
」
と
い
う
も
の
が
他
の
文
献
に
見

ら
れ
ず
、
類
話
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
話
自
体
は
民
間
伝
承
の
一
つ

か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
操
を
立
て
よ
う
と
す
る
人
間
の
女
性
の
話
を
鳥
に
例
え
て

い
る
作
品
は
他
に
も
存
在
す
る
。

夫
亡
き
後
、
次
々
と
や
っ
て
く
る
雄
た
ち
や
、
他
の
雄
と
結
婚
さ
せ
よ
う
と
し

て
く
る
者
が
い
て
も
、
決
し
て
受
け
入
れ
な
か
っ
た
雌
の
様
子
か
ら
は
夫
へ
の
深

い
愛
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
の
雄
が
来
る
た
び
に
夫
へ
の
恋
し
さ
や

夫
は
も
う
い
な
い
の
だ
と
い
う
寂
し
さ
が
さ
ら
に
募
り
、
遂
に
群
れ
が
飛
び
去
っ

て
、
独
り
に
な
っ
て
か
ら
は
、
よ
り
一
層
夫
の
事
が
思
い
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
深
い
悲
し
み
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
結
果
が
、
「
忽
鑚
嘴
入
巣

隙
、
懸
足
而
死
」
と
い
う
壮
絶
な
死
に
方
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

最
後
に
「
烈
鸛
碑
」
と
い
う
碑
文
も
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
烈
」

に
は
、
こ
の
よ
う
な
激
し
い
死
に
方
や
、
先
に
述
べ
た
夫
へ
の
愛
情
の
深
さ
、
ま

た
夫
の
為
に
貞
操
を
守
ろ
う
と
す
る
意
志
の
固
さ
な
ど
合
わ
せ
て
、
こ
こ
で
は

「
烈
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
雌
の
鸛
を
媒
誘
し
よ
う
と
す
る
雄
た
ち
の
様
子
や
、
雌
が
独
り
悲
し

む
様
子
、
壮
絶
な
死
に
方
、
そ
れ
を
見
た
旅
人
の
様
子
な
ど
、
描
写
が
リ
ア
ル
な

点
も
こ
の
作
品
の
面
白
さ
で
あ
ろ
う
。

（
柴
田

深
月
）

⑧
『
情
史
』
巻
二
十
三

情
通
類

第
十
三
話
「
象
」

【
本
文
】
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「
高
郵
」
…
県
名
。
現
在
の
江
蘇
省
高
郵
市
。

「
鸛
」
…
…
コ
ウ
ノ
ト
リ
科
の
大
形
の
鳥
の
総
称
。

「
南
楼
」
…
南
に
あ
る
二
階
、
ま
た
は
二
階
建
て
以
上
の
建
築
物
。

「
弋
」
…
…
い
ぐ
る
み(

鳥
を
絡
め
取
る
た
め
に
糸
を
つ
け
た
短
い
矢
）
で
捕
え

る
。

「
旬
余
」
…
十
日
あ
ま
り
。

「
班
」
…
…
グ
ル
ー
プ
。

「
偕
」
…
…
一
緒
に
、
と
も
に
。

「
媒
誘
」
…
女
性
に
男
性
を
仲
立
ち
す
る
、
ま
た
は
女
性
を
誘
惑
す
る
こ
と
。

「
竟
日
」
…
一
日
じ
ゅ
う
、
終
日
。

「
偶
」
…
…
結
婚
す
る
、
連
れ
添
う
。

「
鑚
」
…
…
キ
リ
で
穴
を
あ
け
る
。

「
嗟
訝
」
…
感
嘆
し
不
思
議
に
思
う
。

「
烈
」
…
…
激
し
い
。
意
志
が
固
い
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

高
郵
に
鸛
が
お
り
、
南
の
高
殿
の
上
に
つ
が
い
で
棲
ん
で
い
た
。
あ
る
人
が

そ
の
雄
を
捕
え
た
た
め
、
雌
は
た
だ
独
り
で
棲
ん
で
い
た
。
そ
れ
か
ら
十
日
余
り
、

(

雌
の
も
と
に
は)

鸛
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
、
順
番
に
一
羽
ず
つ
雄
と
巣
を
共
に

し
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
結
婚
さ
せ
よ
う
と
仲
立
ち
し
た
り
、
誘
惑
し
た
り
す
る
者

の
よ
う
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
日
中
連
れ
添
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
遂
に

皆(

鸛
の
群
れ)

は
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。
一
羽
に
な
っ
た
雌
の
鸛
の
悲
し
い
鳴
き

声
は
や
む
こ
と
が
な
く
、
急
に
き
り
で
穴
を
あ
け
る
よ
う
に
嘴
を
巣
に
突
き
刺
し

て
、
足
を
天
に
か
け
る
よ
う
に
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
の
と
き
、
旅
ゆ
く
者
や
連
れ
だ
っ
て
旅
客
た
ち
が
こ
れ
を
見
て
、
感
嘆
し
奇

異
な
こ
と
だ
と
思
わ
な
い
も
の
は
お
ら
ず
、
激
烈
で
意
志
の
固
い
鸛
で
あ
る
と
し

て
、
競
い
合
っ
て
詩
歌
を
作
り
、
そ
の
場
所
に
詩
歌
を
吊
し
た
。
さ
ら
に
烈
鸛
碑

と
い
う
碑
文
も
あ
っ
た
。

【
補
説
】

こ
れ
は
夫
が
い
な
く
な
っ
た
後
も
夫
へ
の
愛
情
か
ら
他
の
雄
と
連
れ
添
う
こ
と

な
く
亡
く
な
っ
た
鸛
の
話
で
あ
る
。
「
烈
鸛
碑
」
と
い
う
も
の
が
他
の
文
献
に
見

ら
れ
ず
、
類
話
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
話
自
体
は
民
間
伝
承
の
一
つ

か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
操
を
立
て
よ
う
と
す
る
人
間
の
女
性
の
話
を
鳥
に
例
え
て

い
る
作
品
は
他
に
も
存
在
す
る
。

夫
亡
き
後
、
次
々
と
や
っ
て
く
る
雄
た
ち
や
、
他
の
雄
と
結
婚
さ
せ
よ
う
と
し

て
く
る
者
が
い
て
も
、
決
し
て
受
け
入
れ
な
か
っ
た
雌
の
様
子
か
ら
は
夫
へ
の
深

い
愛
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
の
雄
が
来
る
た
び
に
夫
へ
の
恋
し
さ
や

夫
は
も
う
い
な
い
の
だ
と
い
う
寂
し
さ
が
さ
ら
に
募
り
、
遂
に
群
れ
が
飛
び
去
っ

て
、
独
り
に
な
っ
て
か
ら
は
、
よ
り
一
層
夫
の
事
が
思
い
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
深
い
悲
し
み
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
結
果
が
、
「
忽
鑚
嘴
入
巣

隙
、
懸
足
而
死
」
と
い
う
壮
絶
な
死
に
方
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

最
後
に
「
烈
鸛
碑
」
と
い
う
碑
文
も
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
烈
」

に
は
、
こ
の
よ
う
な
激
し
い
死
に
方
や
、
先
に
述
べ
た
夫
へ
の
愛
情
の
深
さ
、
ま

た
夫
の
為
に
貞
操
を
守
ろ
う
と
す
る
意
志
の
固
さ
な
ど
合
わ
せ
て
、
こ
こ
で
は

「
烈
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
雌
の
鸛
を
媒
誘
し
よ
う
と
す
る
雄
た
ち
の
様
子
や
、
雌
が
独
り
悲
し

む
様
子
、
壮
絶
な
死
に
方
、
そ
れ
を
見
た
旅
人
の
様
子
な
ど
、
描
写
が
リ
ア
ル
な

点
も
こ
の
作
品
の
面
白
さ
で
あ
ろ
う
。

（
柴
田

深
月
）

⑧
『
情
史
』
巻
二
十
三

情
通
類

第
十
三
話
「
象
」

【
本
文
】
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日
南
貢
四
象
、
各
有
雌
雄
。
其
一
雌
死
于
九
貢
、
至
南
海
百
有
余
日
、
其
雄
泥

土
着
身
、
独
不
飲
酒
食
肉
。
長
史
問
其
所
以
、
輒
流
涕
焉
。

【
書
き
下
し
文
】

日
南
四
象
を
貢
ぐ
に
、

各

雌
雄
有
り
。
其
の
一
雌
九
貢
に
死
し
、
南
海
に
至

お
の
お
の

る
こ
と
百
有
余
日
、
其
の
雄
は
泥
土
も
て
身
に
着
け
、
独
り
飲
酒
食
肉
せ
ず
。
長

史
其
の
所
以
を
問
へ
ば
、
輒
ち
涕
を
流
す
。

【
語
注
】

「
日
南
」
…
郡
名
。
秦
代
に
象
郡
と
さ
れ
た
が
、
秦
末
の
混
乱
に
よ
り
南
越
国
が

成
立
し
、
こ
の
地
を
支
配
し
て
い
た
。
新
朝
が
成
立
す
る
と
、
一
時

日
南
亭
と
改
称
さ
れ
た
が
、
後
漢
に
よ
り
日
南
郡
の
名
称
に
戻
さ
れ

て
い
る
。
南
北
朝
時
代
に
な
る
と
日
南
郡
全
域
を
支
配
下
に
置
き
、

日
南
郡
は
消
滅
し
た
。

「
九
貢
」
…
地
域
の
貢
物
を
献
上
す
る
制
度
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
文
脈
か
ら

推
察
す
る
に
地
名
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
九
貢
と
い

う
地
名
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。
日
南
郡
と
南
海
郡
と
の
ち
ょ
う

ど
中
間
に
九
真
郡
が
あ
り
、
或
い
は
「
貢
」
は
「
真
」
の
誤
り
か
。

「
南
海
」
…
郡
名
。
現
在
の
広
東
省
広
州
市
。

「
長
史
」
…
官
名
。
漢
で
は
相
国
、
ま
た
は
三
公
の
下
役
。
こ
こ
で
は
、
南
海
に

お
け
る
長
史
で
あ
る
の
で
、
太
守
に
次
ぐ
役
職
に
あ
た
る
か
。

「
輙
」
…

す
な
わ
ち
。
そ
の
た
び
ご
と
に
。
も
っ
ぱ
ら
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

日
南
郡
が
四
頭
の
象
を
貢
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
雌
と
雄
の
つ
が
い
で
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
一
頭
の
雌
が
九
貢
で
死
ん
で
か
ら
、
南
海
に
至
る
ま
で
百
日
ほ
ど
の
日
、
そ

の
雄
は
泥
や
土
を
体
に
付
け
、
一
頭
だ
け
酒
も
飲
ま
ず
、
肉
も
食
べ
な
か
っ
た
（
食

事
な
ど
で
楽
し
む
こ
と
を
し
な
か
っ
た
）
。
長
史
が
そ
の
訳
を
尋
ね
る
と
、
そ
の

た
び
ご
と
に
涙
を
流
し
た
。

【
補
説
】

貢
物
と
し
て
運
ば
れ
て
い
た
象
の
う
ち
の
一
頭
の
雌
が
死
に
、
そ
れ
に
対
し
て

雄
の
象
は
、
そ
の
死
を
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
。
そ
の
様
子
を
象
が
ま
る
で
人
間
で

あ
る
か
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
象
が
感
情
を
持
っ
た
存
在
と
し
て
描
き
出

そ
う
と
し
て
い
る
。

現
代
で
は
、
象
が
土
や
泥
を
身
に
付
け
る
行
動
は
、
ダ
ニ
を
取
り
払
っ
た
り

日
焼
け
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
人
々
は
そ
の
行
動

を
悲
し
み
に
よ
っ
て
取
り
乱
し
て
い
る
、
或
い
は
喪
に
服
す
儀
式
の
よ
う
な
も
の

と
し
て
捉
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
、
前
漢
ご
ろ
か
ら
中
国
に
お
い

て
も
儒
家
思
想
に
基
づ
く
喪
の
概
念
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は
酒

肉
を
断
ち
、
三
年
間
喪
に
服
す
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
象
は
酒
も
飲

ま
な
い
し
、
肉
も
食
べ
な
い
生
き
物
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
飲
酒
食
肉
と
表
現
さ
れ

て
い
る
の
は
、
象
を
人
間
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
酒
を
飲
み
、

肉
を
食
べ
る
、
つ
ま
り
宴
の
席
で
も
、
喪
に
服
し
て
い
る
た
め
一
人
仲
間
の
死
を

悲
し
み
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
様
子
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
情
通
類
は
、
こ
の
話
以
外
に
も
動
物
や
植

物
が
感
情
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
描
こ
う
と
し
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
る
。
そ
れ

ら
は
単
に
感
情
を
持
っ
た
存
在
と
し
て
動
植
物
を
取
り
上
げ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

人
間
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
人
間
に
極
め
て
近
し
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表

現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
是
友

諒
介
）

⑨
『
情
史
』
巻
二
十
三

情
通
類

第
三
十
七
話
「
相
思
子
」

【
本
文
】

豆
有
円
而
紅
、
其
首
烏
者
。
名
曰
相
思
子
、
即
紅
豆
之
異
名
也
。
生
于
樹
。
其

木
斜
斫
之
有
文
、
可
為
博
具
及
琵
琶
槽
。
其
花
与
皂
荚
不
殊
。

子
猶
曰
、
「
因
古
人
有
血
涙
事
、
因
呼
涙
為
紅
豆
。
相
思
則
流
涙
。
故
又
名
紅

豆
為
相
思
子
。
」

【
書
き
下
し
文
】

豆
に
円
く
し
て
紅
く
、
其
の
首
の
烏
き
者
有
り
。
名
を
相
思
子
と
曰
ひ
、
即
ち

ま
る

あ
か

く
ろ

紅
豆
の
異
名
な
り
。
樹
に
生
ず
。
其
の
木
斜
め
に
之
を
斫
れ
ば
文
有
り
て
、
博
具

き

及
び
琵
琶
槽
と
為
す
べ
し
。
其
の
花
は
皂
荚
と
殊
な
ら
ず
。

子
猶
曰
は
く
、
「
古
人
の
血
涙
の
事
有
る
に
因
り
、
因
り
て
涙
を
呼
び
て
紅
豆

と
為
す
。
相
思
へ
ば
則
ち
涙
を
流
す
。
故
に
又
紅
豆
を
名
づ
け
て
相
思
子
と
為

す
。
」
と
。

【
語
注
】

「
相
思
子
」
…
樹
木
の
名
。
豆
科
の
つ
る
性
常
緑
樹
。
羽
状
複
葉
を
互
生
。
花
は

赤
や
紫
。
扁
平
な
果
実
を
結
ぶ
。
種
子
は
赤
色
で
一
端
が
黒
く
、

美
し
い
た
め
装
飾
用
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
毒
性
を
持
つ
。
別
名

に
「
紅
豆
」
な
ど
が
あ
り
、
日
本
名
は
「
唐
小
豆
」
。

「
首
」
…
…
…
頭
。
前
部
。

「
烏
」
…
…
…
（
か
ら
す
の
よ
う
に
）
色
が
黒
い
さ
ま
。

「
文
」
…
…
…
美
し
い
模
様
。

「
博
具
」
…
…
賭
博
道
具
。
岳
麓
書
社
本
は
「
博
局
」
（
碁
盤
）
に
作
る
。

「
琵
琶
槽
」
…
こ
と
じ
。
琵
琶
の
弦
を
支
え
、
そ
の
位
置
に
よ
っ
て
音
の
高
低
を

調
節
す
る
も
の
。

「
皂
荚
」
…
…
樹
木
の
名
。
さ
い
か
ち
。
豆
科
に
属
す
。
葉
は
羽
状
複
葉
。
花
は

黄
色
。
果
実
は
扁
平
台
形
の
莢
（
さ
や
）
。
種
子
は
薬
用
と
な
る
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

豆
の
中
で
も
丸
く
赤
い
も
の
で
、
頭
の
部
分
が
黒
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

名
前
を
相
思
子
と
言
っ
て
、
そ
れ
は
（
い
わ
ゆ
る
）
「
紅
豆
」
の
別
の
名
前
で
あ

る
。
（
そ
の
豆
は
）
木
に
実
る
。
そ
の
木
は
斜
め
に
切
る
と
美
し
い
模
様
が
現
れ

る
の
で
、
賭
博
の
道
具
や
琵
琶
の
こ
と
じ
な
ど
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
花

は
皂
荚
と
変
わ
ら
な
い
。

子
猶
氏
が
言
う
に
は
、
「
昔
の
人
に
血
の
涙
の
故
事
が
あ
る
の
に
由
来
し
て
、

涙
の
こ
と
を
紅
豆
と
呼
ん
で
い
た
。
（
さ
ら
に
）
相
手
の
こ
と
を
思
う
と
、
そ
こ

で
涙
は
流
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
ま
た
紅
豆
の
名
を
相
思
子
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
。

【
補
説
】

日
本
に
お
い
て
は
「
唐
小
豆
」
と
呼
ば
れ
る
、
鮮
や
か
な
赤
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し
い
豆
が
あ
る
。
そ
の
果
実
が
中
国
に
お
い
て
「
相
思
子
」
と
呼
ば
れ

る
所
以
が
、
「
血
涙
の
事
」
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
話
で
あ
る
。
子
猶
氏
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
故
事
を
指
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
中
国

に
は
血
の
涙
が
流
れ
た
と
い
う
話
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
戦
国
時
代
の
思
想
書
『
韓
非
子
』
に
収
め
ら
れ
る
和
氏
の
逸
話

が
あ
る
。
楚
の
人
和
氏
が
宝
玉
を
発
見
し
、
王
に
献
上
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、

玉
人
の
目
利
き
に
よ
っ
て
偽
物
と
判
断
さ
れ
、
足
を
切
ら
れ
た
。
王
が
交
代
す
る

と
、
再
び
献
上
し
よ
う
と
し
た
が
同
様
で
あ
っ
た
。
正
直
で
あ
る
の
に
、
た
ば
か

り
者
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
深
く
悲
し
み
三
日
三
晩
泣
き
続
け
た
と
き
、
涙
が

尽
き
血
涙
を
流
し
た
と
い
う
。（
「
三
日
三
夜
、
涙
尽
き
て
之
に
血
を
以
っ
て
す
」
）

ま
た
、
中
国
五
十
六
の
民
族
の
一
つ
、
雲
南
省
の
イ
族
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝

承
が
残
る
。

雲
南
省
の
山
奥
に
白
い
花
が
一
面
に
咲
い
て
い
た
。
ミ
ー
ル
と
い
う
美
し
い

娘
が
、
そ
の
花
園
で
歌
っ
て
い
る
と
、
若
い
男
が
恋
を
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
地

を
支
配
す
る
首
領
が
ミ
ー
ル
の
美
貌
を
聞
き
、
結
婚
を
迫
っ
た
。
強
引
に
連
れ
去

ら
れ
る
途
中
、
ミ
ー
ル
は
白
い
花
園
に
散
っ
て
い
た
花
び
ら
を
拾
っ
て
髪
に
さ
し
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子
猶
曰
、
「
因
古
人
有
血
涙
事
、
因
呼
涙
為
紅
豆
。
相
思
則
流
涙
。
故
又
名
紅

豆
為
相
思
子
。
」

【
書
き
下
し
文
】

豆
に
円
く
し
て
紅
く
、
其
の
首
の
烏
き
者
有
り
。
名
を
相
思
子
と
曰
ひ
、
即
ち

ま
る

あ
か

く
ろ

紅
豆
の
異
名
な
り
。
樹
に
生
ず
。
其
の
木
斜
め
に
之
を
斫
れ
ば
文
有
り
て
、
博
具

き

及
び
琵
琶
槽
と
為
す
べ
し
。
其
の
花
は
皂
荚
と
殊
な
ら
ず
。

子
猶
曰
は
く
、
「
古
人
の
血
涙
の
事
有
る
に
因
り
、
因
り
て
涙
を
呼
び
て
紅
豆

と
為
す
。
相
思
へ
ば
則
ち
涙
を
流
す
。
故
に
又
紅
豆
を
名
づ
け
て
相
思
子
と
為

す
。
」
と
。

【
語
注
】

「
相
思
子
」
…
樹
木
の
名
。
豆
科
の
つ
る
性
常
緑
樹
。
羽
状
複
葉
を
互
生
。
花
は

赤
や
紫
。
扁
平
な
果
実
を
結
ぶ
。
種
子
は
赤
色
で
一
端
が
黒
く
、

美
し
い
た
め
装
飾
用
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
毒
性
を
持
つ
。
別
名

に
「
紅
豆
」
な
ど
が
あ
り
、
日
本
名
は
「
唐
小
豆
」
。

「
首
」
…
…
…
頭
。
前
部
。

「
烏
」
…
…
…
（
か
ら
す
の
よ
う
に
）
色
が
黒
い
さ
ま
。

「
文
」
…
…
…
美
し
い
模
様
。

「
博
具
」
…
…
賭
博
道
具
。
岳
麓
書
社
本
は
「
博
局
」
（
碁
盤
）
に
作
る
。

「
琵
琶
槽
」
…
こ
と
じ
。
琵
琶
の
弦
を
支
え
、
そ
の
位
置
に
よ
っ
て
音
の
高
低
を

調
節
す
る
も
の
。

「
皂
荚
」
…
…
樹
木
の
名
。
さ
い
か
ち
。
豆
科
に
属
す
。
葉
は
羽
状
複
葉
。
花
は

黄
色
。
果
実
は
扁
平
台
形
の
莢
（
さ
や
）
。
種
子
は
薬
用
と
な
る
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

豆
の
中
で
も
丸
く
赤
い
も
の
で
、
頭
の
部
分
が
黒
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

名
前
を
相
思
子
と
言
っ
て
、
そ
れ
は
（
い
わ
ゆ
る
）
「
紅
豆
」
の
別
の
名
前
で
あ

る
。
（
そ
の
豆
は
）
木
に
実
る
。
そ
の
木
は
斜
め
に
切
る
と
美
し
い
模
様
が
現
れ

る
の
で
、
賭
博
の
道
具
や
琵
琶
の
こ
と
じ
な
ど
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
花

は
皂
荚
と
変
わ
ら
な
い
。

子
猶
氏
が
言
う
に
は
、
「
昔
の
人
に
血
の
涙
の
故
事
が
あ
る
の
に
由
来
し
て
、

涙
の
こ
と
を
紅
豆
と
呼
ん
で
い
た
。
（
さ
ら
に
）
相
手
の
こ
と
を
思
う
と
、
そ
こ

で
涙
は
流
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
ま
た
紅
豆
の
名
を
相
思
子
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
。

【
補
説
】

日
本
に
お
い
て
は
「
唐
小
豆
」
と
呼
ば
れ
る
、
鮮
や
か
な
赤
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し
い
豆
が
あ
る
。
そ
の
果
実
が
中
国
に
お
い
て
「
相
思
子
」
と
呼
ば
れ

る
所
以
が
、
「
血
涙
の
事
」
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
話
で
あ
る
。
子
猶
氏
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
故
事
を
指
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
中
国

に
は
血
の
涙
が
流
れ
た
と
い
う
話
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
戦
国
時
代
の
思
想
書
『
韓
非
子
』
に
収
め
ら
れ
る
和
氏
の
逸
話

が
あ
る
。
楚
の
人
和
氏
が
宝
玉
を
発
見
し
、
王
に
献
上
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、

玉
人
の
目
利
き
に
よ
っ
て
偽
物
と
判
断
さ
れ
、
足
を
切
ら
れ
た
。
王
が
交
代
す
る

と
、
再
び
献
上
し
よ
う
と
し
た
が
同
様
で
あ
っ
た
。
正
直
で
あ
る
の
に
、
た
ば
か

り
者
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
深
く
悲
し
み
三
日
三
晩
泣
き
続
け
た
と
き
、
涙
が

尽
き
血
涙
を
流
し
た
と
い
う
。（
「
三
日
三
夜
、
涙
尽
き
て
之
に
血
を
以
っ
て
す
」
）

ま
た
、
中
国
五
十
六
の
民
族
の
一
つ
、
雲
南
省
の
イ
族
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝

承
が
残
る
。

雲
南
省
の
山
奥
に
白
い
花
が
一
面
に
咲
い
て
い
た
。
ミ
ー
ル
と
い
う
美
し
い

娘
が
、
そ
の
花
園
で
歌
っ
て
い
る
と
、
若
い
男
が
恋
を
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
地

を
支
配
す
る
首
領
が
ミ
ー
ル
の
美
貌
を
聞
き
、
結
婚
を
迫
っ
た
。
強
引
に
連
れ
去

ら
れ
る
途
中
、
ミ
ー
ル
は
白
い
花
園
に
散
っ
て
い
た
花
び
ら
を
拾
っ
て
髪
に
さ
し
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た
。
婚
礼
の
式
で
覚
悟
を
決
め
た
ミ
ー
ル
は
花
び
ら
を
浮
か
べ
た
酒
を
首
領
に
す

す
め
、
自
ら
も
飲
ん
で
自
殺
し
た
。
若
い
男
は
ミ
ー
ル
の
遺
体
を
抱
き
、
思
い
出

の
白
い
森
に
入
っ
た
。
若
者
の
涙
は
悲
し
さ
で
血
と
な
り
、
白
い
花
を
朱
に
染
め
、

「
桜
」
が
生
ま
れ
た
。

イ
族
で
は
「
桜
」
を
「
ミ
ー
ル
」
と
発
音
し
、
こ
の
桜
誕
生
の
悲
話
を
伝
え

て
い
る
と
い
う
。

涙
が
尽
き
た
と
し
て
、
次
に
体
内
か
ら
流
れ
得
る
液
体
と
し
て
「
血
」
が
想

起
さ
れ
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
涙
が
尽
き
た
と
し
て
も
尽
き
る
こ
と

の
な
い
痛
々
し
い
ほ
ど
の
悲
し
み
を
表
す
も
の
が
血
の
涙
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
赤
い
小
さ
な
粒
は
鮮
や
か
な
赤
を
も
つ
豆
粒
に
例
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

次
第
に
人
々
は
そ
の
涙
か
ら
、
人
を
悩
ま
し
く
さ
せ
る
「
相
思
」
の
心
を
連
想
さ

せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
豆
は
時
に
、
詩
の
題
材
と
も
な
っ
た
。

「
相
思
」
王
維

紅
豆
生
南
国

春
来
発
幾
枝

願
君
多
采
擷

此
物
最
相
思

紅
豆
は
南
の
国
の
も
の

春
に
な
る
と
幾
つ
か
の
枝
に
実
を
つ
け
る

君
よ
、
う
ん
と
沢
山
摘
み
給
え

こ
れ
は
恋
の
豆
、
人
思
う
気
持
ち
を
さ
そ
う
も
の
だ
か
ら

（
松
枝
茂
夫
『
中
国
名
詩
選
』
岩
波
文
庫
一
九
八
三
）

右
に
挙
げ
た
の
は
盛
唐
の
詩
人
王
維
の
作
品
で
あ
る
。
相
手
が
「
紅
豆
」
を

摘
む
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
を
思
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
読
ま
れ
る
「
相
思
子
」
は
、
明
ら
か
に
美
し
い
愛
情

の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
登
場
す
る
。

こ
の
よ
う
に
植
物
に
何
か
を
象
徴
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
思
子
に
限
ら

ず
多
々
あ
る
。
そ
れ
は
中
国
だ
け
で
な
く
、
桜
か
ら
儚
さ
を
、
向
日
葵
か
ら
明
朗

さ
を
読
み
取
る
な
ど
現
代
の
私
た
ち
に
お
い
て
も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
る
。
古
来

中
国
で
は
、
桃
の
花
か
ら
は
美
人
を
想
起
し
、
菊
に
は
隠
遁
の
思
い
や
高
尚
さ
が
、

月
が
原
産
と
信
じ
ら
れ
た
金
木
犀
（
桂
花
）
に
は
幸
運
・
富
貴
・
立
身
出
世
と
言

っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
託
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
「
相
思
子
」
か
ら
は
、

赤
い
色
が
想
起
さ
せ
る
激
し
い
悲
し
み
と
、
相
手
を
思
う
深
い
愛
情
の
両
方
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
、
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

〔
参
考
文
献
〕
王
敏
『
花
が
語
る
中
国
の
心

美
女
・
美
酒
・
美
食
の
饗
宴
』（
中

公
新
書

一
九
八
五
）

（
糸
山

由
樹
）

⑩
『
情
史
』
巻
二
十
四

情
迹
類

第
一
話
「
情
尽
橋
」

【
本
文
】

折
柳
橋
、
在
簡
県
。
初
名
情
尽
橋
。
雍
陶
典
雅
州
、
日
送
客
至
其
地
、
向
左
右

曰
、
「
送
迎
之
地
止
此
。
故
名
」
。
陶
命
筆
題
其
柱
曰
「
折
柳
」
。
因
賦
詩
曰
、

「
従
来
只
説
情
無
尽
、
何
事
教
名
情
尽
橋
。
自
此
改
名
為
折
柳
、
任
教
離
恨
一
条

条
。
」自

後
送
別
、
必
吟
是
詩
。

【
書
き
下
し
文
】

折
柳
橋
、
簡
県
に
在
り
。
初
め
情
尽
橋
と
名
づ
く
。
雍
陶
雅
州
を

典

り
、
日

つ
か
さ
ど

に
客
を
送
り
て
其
の
地
に
至
り
、
左
右
に
向
か
ひ
て
曰
は
く
、
「
送
迎
の
地
此
に

止
ま
る
。
故
に
名
づ
く
る
な
ら
ん
」
と
。
陶
筆
を
命
じ
て
其
の
柱
に
題
し
て
曰
は

く
「
折
柳
」
と
。
因
り
て
詩
を
賦
し
て
曰
は
く
、
「
従
来
只
だ
情
尽
き
る
無
し
の

み
と
説
く
に
、
何
事
か
情
尽
橋
と
名
づ
け
し
む
。
此
れ
よ
り
名
を
改
め
て
折
柳
と

為
す
、
離
恨
一
条
の
条
に
任
教
せ
ん
」
と
。

ま

か

自
後
送
別
す
る
に
、
必
ず
是
の
詩
を
吟
ず
。

【
語
注
】

「
折
柳
」
…
…
柳
の
枝
を
折
っ
て
は
な
む
け
と
す
る
。
送
別
。
は
な
む
け
。

「
簡
県
」
…
…
県
名
。
現
在
の
中
国
四
川
省
簡
陽
市
。

「
雍
陶
」
…
…
中
唐
の
詩
人
。
八
〇
五~

？
。
字
は
国
鈞
。
地
方
刺
史
を
歴
任
し
た
。

「
典
」
…
…
…
統
括
す
る
。
管
理
す
る
。

「
雅
州
」
…
…
州
名
。
現
在
の
中
国
四
川
省
雅
安
市
。

「
日
」
…
…
…
あ
る
日
。

「
左
右
」
…
…
左
右
に
い
る
人
の
意
味
。

「
命
筆
」
…
…
（
左
右
に
筆
を
持
っ
て
こ
さ
せ
て
書
く
こ
と
か
ら
）
筆
を
と
る
。

「
只
」
…
…
…
限
定
の
意
で
は
な
く
、
「
専
ら
～
」
と
い
う
意
味
。

「
任
教
」
…
…
～
の
ま
ま
に
ま
か
せ
る
。

「
離
恨
」
…
…
別
れ
の
悲
し
み
。

「
一
条
条
」
…
細
長
い
柳
一
枝
を
指
す
。

「
自
後
」
…
…
そ
の
後
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

折
柳
橋
は
簡
県
に
あ
り
、
当
初
情
尽
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
。
雍
陶
が
雅
州
を
統

轄
し
て
い
て
、
あ
る
日
、
訪
問
し
て
き
た
人
を
見
送
っ
て
そ
の
場
所
（
情
尽
橋
）

ま
で
や
っ
て
き
て
、
そ
ば
に
い
る
人
に
対
し
て
言
う
こ
と
に
は
、
「
送
迎
の
場
所

は
こ
こ
ま
で
だ
。
よ
っ
て
（
情
尽
橋
と
）
名
が
付
い
た
の
だ
ろ
う
。
」
と
。
雍
陶

が
筆
を
と
り
、
そ
の
（
橋
の
）
柱
に
「
折
柳
」
と
書
き
記
し
た
。
そ
し
て
詩
を
作

っ
て
言
う
こ
と
に
は
、
「
こ
れ
ま
で
（
離
別
の
時
は
）
た
だ
た
だ
情
が
尽
き
な
い

と
語
っ
て
き
た
の
に
、
何
故
情
尽
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
よ
り

名
を
改
め
て
折
柳
橋
と
し
よ
う
。
そ
し
て
別
れ
の
悲
し
み
が
柳
の
細
長
い
枝
の
よ

う
に
長
く
続
く
ま
ま
に
任
せ
よ
う
。
」
と
。

そ
れ
か
ら
の
ち
人
を
見
送
る
際
に
は
、
必
ず
こ
の
詩
を
詠
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
補
説
】

こ
の
話
で
は
、
も
と
も
と
情
尽
橋
と
呼
ば
れ
て
い
た
橋
が
、
何
故
折
柳
橋
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
名
前
が
変
わ
っ
た
原

因
は
雍
陶
が
賦
し
た
詩
に
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
詩
に
お
い
て
雍
陶
は
、

こ
れ
ま
で
情
は
尽
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
に
、
別
れ
の
場
所
で
「
情
」
が
「
尽

き
る
」
橋
と
し
て
し
ま
う
の
は
お
か
し
い
と
す
る
。

こ
こ
で
雍
陶
は
、
人
の
心
の
あ
り
よ
う
に
注
目
し
て
橋
の
名
前
の
不
適
切
さ

を
指
摘
し
て
い
る
。
「
情
尽
」
で
は
、
別
れ
の
際
の
名
残
惜
し
さ
・
悲
し
み
と
い

っ
た
情
が
す
ぐ
立
ち
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
薄
情
さ
が
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。
詩

中
「
任
敎
離
恨
一
条
条
」
が
示
す
よ
う
に
、
別
れ
の
悲
し
み
は
柳
の
枝
の
よ
う
に

細
く
長
く
続
く
が
、
別
離
に
際
し
て
は
折
っ
て
し
ま
う
し
か
な
い
。
そ
こ
で
「
折

柳
」
と
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
別
れ
の
名
残
惜
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
の
雍
陶
の
逸
話
は
『
唐
才
子
伝
』
に
見
え
る
。
そ
こ
で
は
、
折
柳
は
古
楽

府
の
「
折
楊
柳
」
か
ら
名
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
楽
府
「
折
楊
柳
」
は
従
来
、

望
郷
の
念
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
雍
陶
の
「
折
柳
」

の
解
釈
は
、
こ
れ
と
異
な
っ
た
、
独
自
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

【
参
考
】
『
唐
才
子
伝
』
巻
五
「
雍
陶
」
（
部
分
）

（
本
文
）

後
為
雅
州
刺
史
。
郭
外
有
情
尽
橋
、
乃
分
衿
祖
別
之
所
、
因
送
客
。
陶
怪
之
、
遂

於
上
立
候
舘
、
改
名
折
柳
橋
。
取
古
楽
府
折
楊
柳
之
義
。
題
詩
曰
、
「
従
来
只
有

情
難
尽
、
何
事
呼
為
情
尽
橋
。
自
此
改
名
為
折
柳
、
任
他
離
恨
一
篠
篠
。
」
甚
膾

炙
当
時
。

（
書
き
下
し
文
）
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為
す
、
離
恨
一
条
の
条
に
任
教
せ
ん
」
と
。

ま

か

自
後
送
別
す
る
に
、
必
ず
是
の
詩
を
吟
ず
。

【
語
注
】

「
折
柳
」
…
…
柳
の
枝
を
折
っ
て
は
な
む
け
と
す
る
。
送
別
。
は
な
む
け
。

「
簡
県
」
…
…
県
名
。
現
在
の
中
国
四
川
省
簡
陽
市
。

「
雍
陶
」
…
…
中
唐
の
詩
人
。
八
〇
五~

？
。
字
は
国
鈞
。
地
方
刺
史
を
歴
任
し
た
。

「
典
」
…
…
…
統
括
す
る
。
管
理
す
る
。

「
雅
州
」
…
…
州
名
。
現
在
の
中
国
四
川
省
雅
安
市
。

「
日
」
…
…
…
あ
る
日
。

「
左
右
」
…
…
左
右
に
い
る
人
の
意
味
。

「
命
筆
」
…
…
（
左
右
に
筆
を
持
っ
て
こ
さ
せ
て
書
く
こ
と
か
ら
）
筆
を
と
る
。

「
只
」
…
…
…
限
定
の
意
で
は
な
く
、
「
専
ら
～
」
と
い
う
意
味
。

「
任
教
」
…
…
～
の
ま
ま
に
ま
か
せ
る
。

「
離
恨
」
…
…
別
れ
の
悲
し
み
。

「
一
条
条
」
…
細
長
い
柳
一
枝
を
指
す
。

「
自
後
」
…
…
そ
の
後
。

【
現
代
日
本
語
訳
】

折
柳
橋
は
簡
県
に
あ
り
、
当
初
情
尽
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
。
雍
陶
が
雅
州
を
統

轄
し
て
い
て
、
あ
る
日
、
訪
問
し
て
き
た
人
を
見
送
っ
て
そ
の
場
所
（
情
尽
橋
）

ま
で
や
っ
て
き
て
、
そ
ば
に
い
る
人
に
対
し
て
言
う
こ
と
に
は
、
「
送
迎
の
場
所

は
こ
こ
ま
で
だ
。
よ
っ
て
（
情
尽
橋
と
）
名
が
付
い
た
の
だ
ろ
う
。
」
と
。
雍
陶

が
筆
を
と
り
、
そ
の
（
橋
の
）
柱
に
「
折
柳
」
と
書
き
記
し
た
。
そ
し
て
詩
を
作

っ
て
言
う
こ
と
に
は
、
「
こ
れ
ま
で
（
離
別
の
時
は
）
た
だ
た
だ
情
が
尽
き
な
い

と
語
っ
て
き
た
の
に
、
何
故
情
尽
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
よ
り

名
を
改
め
て
折
柳
橋
と
し
よ
う
。
そ
し
て
別
れ
の
悲
し
み
が
柳
の
細
長
い
枝
の
よ

う
に
長
く
続
く
ま
ま
に
任
せ
よ
う
。
」
と
。

そ
れ
か
ら
の
ち
人
を
見
送
る
際
に
は
、
必
ず
こ
の
詩
を
詠
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
補
説
】

こ
の
話
で
は
、
も
と
も
と
情
尽
橋
と
呼
ば
れ
て
い
た
橋
が
、
何
故
折
柳
橋
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
名
前
が
変
わ
っ
た
原

因
は
雍
陶
が
賦
し
た
詩
に
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
詩
に
お
い
て
雍
陶
は
、

こ
れ
ま
で
情
は
尽
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
に
、
別
れ
の
場
所
で
「
情
」
が
「
尽

き
る
」
橋
と
し
て
し
ま
う
の
は
お
か
し
い
と
す
る
。

こ
こ
で
雍
陶
は
、
人
の
心
の
あ
り
よ
う
に
注
目
し
て
橋
の
名
前
の
不
適
切
さ

を
指
摘
し
て
い
る
。
「
情
尽
」
で
は
、
別
れ
の
際
の
名
残
惜
し
さ
・
悲
し
み
と
い

っ
た
情
が
す
ぐ
立
ち
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
薄
情
さ
が
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。
詩

中
「
任
敎
離
恨
一
条
条
」
が
示
す
よ
う
に
、
別
れ
の
悲
し
み
は
柳
の
枝
の
よ
う
に

細
く
長
く
続
く
が
、
別
離
に
際
し
て
は
折
っ
て
し
ま
う
し
か
な
い
。
そ
こ
で
「
折

柳
」
と
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
別
れ
の
名
残
惜
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
の
雍
陶
の
逸
話
は
『
唐
才
子
伝
』
に
見
え
る
。
そ
こ
で
は
、
折
柳
は
古
楽

府
の
「
折
楊
柳
」
か
ら
名
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
楽
府
「
折
楊
柳
」
は
従
来
、

望
郷
の
念
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
雍
陶
の
「
折
柳
」

の
解
釈
は
、
こ
れ
と
異
な
っ
た
、
独
自
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

【
参
考
】
『
唐
才
子
伝
』
巻
五
「
雍
陶
」
（
部
分
）

（
本
文
）

後
為
雅
州
刺
史
。
郭
外
有
情
尽
橋
、
乃
分
衿
祖
別
之
所
、
因
送
客
。
陶
怪
之
、
遂

於
上
立
候
舘
、
改
名
折
柳
橋
。
取
古
楽
府
折
楊
柳
之
義
。
題
詩
曰
、
「
従
来
只
有

情
難
尽
、
何
事
呼
為
情
尽
橋
。
自
此
改
名
為
折
柳
、
任
他
離
恨
一
篠
篠
。
」
甚
膾

炙
当
時
。

（
書
き
下
し
文
）
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後
に
雅
州
刺
史
と
為
る
。
郭
外
に
情
尽
橋
有
り
、
乃
ち
衿
を
分
か
ち
て
祖
別
す
る

の
所
に
し
て
、
因
り
て
客
を
送
る
。
陶

之
を
怪
し
み
、
遂
に
上
に
候
舘
を
立
て

て
、
名
を
折
柳
橋
に
改
む
。
古
楽
府
折
楊
柳
の
義
を
取
る
な
り
。
詩
を
題
し
て
曰

し
る

は
く
、
「
従
来
は
只
だ
情
の
尽
き
難
き
こ
と
の
み
あ
り
、
何
事
ぞ
呼
び
て
情
尽
く

る
の
橋
と
為
す
は
。
此
れ
よ
り
名
を
改
め
て
折
柳
と
為
し
、
他
の
離
恨
一
篠
の
篠

に
任
せ
ん
。
」
と
。
甚
だ
当
時
に
膾
炙
す
。

（
現
代
日
本
語
訳
）

の
ち
雅
州
の
刺
史
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
の
こ
と
、
城
郭
の
外
に
情
尽
橋
と
い
う

橋
が
あ
り
、
そ
こ
は
別
れ
の
場
所
で
、
こ
こ
で
人
を
見
送
っ
た
の
で
あ
る
が
、
陶

は
情
尽
と
い
う
名
を
い
ぶ
か
り
、
そ
こ
で
橋
の
た
も
と
に
候
館
を
建
て
、
橋
の
名

を
折
柳
橋
と
改
め
た
。
古
楽
府
の
「
折
楊
柳
」
の
義
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
つ
ぎ
の
詩
を
し
る
し
た
、
「
従
来
は
只
だ
情
の
尽
き
難
き
こ
と
の
み
あ
り
、
何

事
ぞ
呼
び
て
情
尽
く
る
の
橋
と
な
す
は
。
此
れ
よ
り
名
を
改
め
て
折
柳
と
為
し
、

他
の
離
恨
一
篠
の
篠
に
任
せ
ん
。
」
当
時
は
な
は
だ
賞
賛
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

か〔
参
考
文
献
〕
布
目
潮
風
・
中
村
喬
『
唐
才
子
伝
之
研
究
』
（
汲
古
書
院

一
九
九

二
）

（
村
上

真
麻
）

【
特
別
寄
稿
】

変
わ
る
文
字
・
変
わ
ら
な
い
文
字

―
―

文
字
・
表
記
史
研
究
が
め
ざ
す
も
の

矢

田

勉

一

は
じ
め
に
―
本
稿
の
目
的

「
国
語
学
」
と
「
言
語
学
」
の
違
い
を
形
而
上
的
に
議
論
す
る
こ
と
は
筆
者
の

好
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
実
態
に
即
し
て
素
朴
に
捉
え
ら
れ
る
一
点
を
示
す
な

ら
ば
、
近
代
言
語
学
が
「
文
字
」
を
研
究
対
象
か
ら
切
り
離
し
て
き
た
の
に
対
し
、

国
語
学
は
、
国
文
学
の
基
礎
学
問
と
い
う
役
割
を
兼
任
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
近
代

的
な
歩
み
の
初
歩
段
階
で
訓
点
資
料
に
見
え
る(

片)

仮
名
字
体
の
変
遷
の
記
述
が

重
要
な
成
果
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
経
緯
か
ら
、
文
字(

史)

研
究
が
初
め

か
ら
そ
の
主
要
領
域
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
―
―
母
胎
と
し
て
の
国
学
に
お
け
る

語
学
研
究
が
あ
る
段
階
ま
で
文
字
を
扱
う
こ
と
を
拒
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
国
語
学
、
あ
る
い
は
国
語
史
の
概
説
書
に
は
文
字
・
表
記

を
扱
う
章
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
ご
く
通
例
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
こ
に
充
分
な
方
法
論
・
目
的
論
的
な
検
討
が
伴
っ
て
来
た
か
と
い

う
と
、
は
な
は
だ
心
許
な
い
面
が
あ
る
。
複
数
文
字
体
系
を
交
用
す
る
こ
と
を
最

大
の
特
徴
と
す
る
日
本
語
文
字
・
表
記
の
研
究
、
中
で
も
特
に
史
的
研
究
に
あ
っ

て
、
漢
字
、
平
仮
名
、
片
仮
名
は
別
個
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
日
本
に
お
け

る
文
字
使
用
の
歴
史
を
総
体
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
機
運
は
必
ず
し
も
高
か
っ
た

と
は
言
い
が
た
い
。
現
に
、
本
当
の
意
味
で
の
「
日
本
語
文
字
・
表
記
通
史
」
は

未
だ
に
現
れ
て
い
な
い
。*

１

そ
の
大
き
な
要
因
は
、
文
字
・
表
記
の
通
史
を
描
く
た
め
に
予
め
用
意
す
べ
き

「
見
取
り
図
」
を
研
究
者
が
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
、
遡
っ
て
そ
の
原

因
は
、
本
稿
の
主
張
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、
史
的
研
究
は
「
変
化
」
を
こ
そ
捉

え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
先
入
観
か
ら
、
文
字
に
と
っ
て
「
不
易
」
の
部
分

が
考
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
不
易
な
も
の
は
そ
れ
が
文
字
の
基
本

的
な
部
分
に
関
わ
る
か
ら
こ
そ
の
不
易
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
十
分
に
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
研
究
の
目
標
を
自
分
な
り
の

日
本
語
文
字
・
表
記
通
史
の
叙
述
の
完
成
に
お
い
て
い
る
が
、
そ
の
為
に
用
意
し

て
い
る
現
時
点
で
の
「
見
取
り
図
」
を
以
下
に
示
し
、
大
方
の
ご
批
正
を
乞
う
の

が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二

文
字
・
表
記
史
研
究
に
お
い
て
「
見
取
り
図
」
は
な
ぜ
必
要
か

文
字
・
表
記
が
、
言
語
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
中
で
特
別
な
性
質
を
有
す
る

こ
と
は
、
様
々
な
面
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
口
頭
言
語
を
構
成
す
る
諸
要
素
と

は
異
な
り
、
文
字
・
表
記
の
習
得
に
は
「
教
育
」
が
必
要
不
可
欠
な
過
程
で
あ

る
こ
と
は
そ
の
顕
著
な
一
側
面
で
あ
る
が
、
そ
の
深
層
に
あ
る
文
字
・
表
記
の

根
源
的
な
性
質
は
、
歴
史
的
変
化
の
面
に
も
当
然
反
映
さ
れ
る
。

同
じ
言
語
の
記
号
要
素
で
あ
る
音
声
・
音
韻
と
比
較
す
れ
ば
そ
の
こ
と
は
鮮

明
で
あ
る
。
音
声
が
瞬
間
的
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
当
然
、
音
声
・
音
韻
史
的

変
化
は
直
接
的
に
は
そ
の
姿
を
現
さ
な
い
。
限
ら
れ
た
文
献
資
料
の
上
に
の
み




